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［主な内容］
● 原谷地区・久那地区にバスが運行します
● 秩父夜祭屋台観覧席整理券の申込みを受け付けます
● 保育所（園）・乳児保育園、学童保育室の申込みを受け付けます
● 市立幼稚園の園児を募集します
● 公民館文化祭・文化講演会
● 奥秩父大滝紅葉まつり・吉田よいとこ祭を開催します

［市の人口］
72,588人

男＝35,562人
女＝37,026人
前月比0人

［世帯数］
26,129世帯
前月比＋19世帯

平成17年９月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

10月29日、30日　萩平歌舞伎公演



市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。 ❷

　

10
月
17
日
㈪
か
ら
、
原
谷
地
区
と
久

那
地
区
に
路
線
バ
ス
が
運
行
を
開
始
し

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
公
共
交
通
空
白
地
帯
の
解

消
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性

の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
の
も
の
で
、

地
元
の
方
々
と
バ
ス
停
留
所
の
位
置
や

運
行
時
間
帯
を
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

原
谷
方
面
は
、
温
水
プ
ー
ル
の
開
始

時
刻
に
合
わ
せ
て
運
行
し
、
久
那
方
面

は
、
影
森
中
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
の

登
下
校
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
運
行
し

ま
す
。

　

自
動
車
が
運
転
で
き
な
い
お
年
寄
り

や
児
童
・
生
徒
の
移
動
手
段
と
し
て
路

線
バ
ス
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
方
策
を
考
え

て
、
環
境
に
や
さ
し
く
便
利
で
快
適
な

公
共
交
通
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
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�
合
�
�　

企
画
広
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に
バ
ス
が

　

運
行
し
ま
す

久 那 秩 父 駅 発 秩 父 駅 黒 谷 駅

秩 父 駅 久 那 行先 黒 谷 駅 秩 父 駅

平・土・休 平・土・休 時 平・土・休 平・土・休

６
30 ７

00 30 ８
00 ９ 30 52

10
11 50
12 12
13 20 42

50 20 14
15 20 42
16

30 00 17
18 00 22
19
20
21
22

時 刻 表 運 賃 表

秩父駅

虚空蔵入口
（秩父駅方向） 170

滝の上公会堂
（秩父駅方向） 170 170

大野原駅前
（秩父駅方向） 170 170 170

下　宿
（秩父駅方向） 170 170 170 180

瑞岩寺入口 170 170 170 200 210

黒谷駅 170 170 170 210 230 250

原谷公民館 170 170 200 230 250 250 250
下　宿

（黒谷駅方向） 170 170 180 220 250 250 250 250
大野原駅前
（黒谷駅方向） 170 170 170 220 250 250 250 250 250

滝の上公会堂
（黒谷駅方向） 170 170 170 210 240 250 250 250 250 250

虚空蔵入口
（黒谷駅方向） 170 170 170 180 230 250 250 250 250 250 250

秩父駅 170 170 170 180 200 250 250 250 250 250 250 250

秩父駅～黒谷駅～秩父駅

久　那

巴　川 170

旭　町 170 180

上　町 170 170 200

秩父駅 170 170 200 240

秩父駅～影森中学校～久那

小人料金は表示金額の半額
（10円未満切り上げ）です。



市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率100％再生紙を使用しています。
❸

　このところ私のところにいただく投書や
お言葉には、職員のマナーについてのこと
が増えてきています。先日も遠来のお客様
から、職員のあいさつについてお褒めの言
葉をいただくなど、おおむね評判のよいも
のになってきているのですが、中には厳し
いお言葉をいただくこともあります。
　この４月に合併して市域が広くなり、目
が届かない部分も出てきているのではと思
い、改めて細やかに目を通していきたいと
思っています。
　この際、原点に返って「株式会社あいさ
つ」を再度立ち上げる気持ちを持って、昨
年７人でスタートしたグッドマナー検討委
員会に各総合支所のメンバー等を加え24人
編成として、改めて研鑽に努めさせていま
す。
　先日も東京アナウンス学園講師の先生を
お迎えし、マナー研修会を開催しました。
その中で、市役所は最大のサービス業で
あることを大前提に、自分からお客様にコ
ミュニケーションを求め､目線を合わせて
あいさつするなど相手の立場に立ったサー
ビスを行い、市民の皆様に喜んでもらうこ
とが市民参加のまちづくりにつながること
を学んでもらいました。
　私は、このグッドマナー検討委員会を中
心に、先生の研修で得たことを生かしなが
ら、マナーについての全庁的な研修を行い、
再度「株式会社あいさつ」の周知徹底を図
りたいと思っています。そして、全職員が
市民の立場に立ち、あいさつを基本として
誠心誠意真心を持って市民サービスに当た
るよう努力していくことが必要だと感じて
います。究極は「笑顔であいさつをし、思
いやりを持って市民に感動をいただけるよ
うな職員」に育てることだと考えています。
　最後になりますが、いつも職員を見守り
ながら貴重なご意見をいただいております
市民の皆様に対し、この場をお借りして改
めて御礼を申し上げます。

　

申
込
要
領

　

屋
台
観
覧
席
整
理
券
の
希
望
者
は
、

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
希
望
観
覧
席
名
・
希
望
人
数
（
１

枚
の
は
が
き
で
最
高
５
人
ま
で
）
を
明

記
の
う
え
、
10
月
31
日
㈪
ま
で
に
秩
父

観
光
協
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

後
日
抽
選
の
う
え
、
そ
の
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

　

申
込
先

　

お
願
い

　

必
ず
、
責
任
を
持
っ
て
ご
購
入
で
き

る
範
囲
内
で
申
し
込
ま
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。（
当
選
さ
れ
た
場
合
、キ
ャ

ン
セ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。）

　

秩
父
観
光
協
会
で
は
、
秩
父
夜
祭
屋

台
観
覧
席
整
理
券
の
申
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。
観
覧
席
の
場
所
お
よ
び
一
人

分
の
料
金
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
全
席
自
由
席
で
す
。
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市役所

斎場前

市
民
会
館

亀
の
子
石

秩
父
公
園

歴史文化
伝承館

団
子
坂
上

秩父夜祭

屋台観覧席整理券の
申込みを受け付けます
10月31日㈪までに秩父観光協会へ



みんなで追放 危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

入所（園）基準　保育所（園）に入所できるのは、
その家庭の状況（保護者の仕事など）により、お子
さんの保育ができない場合です。
申込用紙配布・受付期間　10月17日㈪～11月25日㈮
の月曜日から金曜日
受付時間　午前８時30分～午後５時15分
※ こども課のみ、10月27日㈭、11月10日㈭、24日㈭
は午後７時15分までと、10月30日㈰の午前８時30
分から午後５時15分まで窓口業務を行います。

受付場所　こども課、各総合支所健康福祉課（申込
用紙は各保育所（園）にもあります。）
入所（園）承諾　家庭状況などを調査のうえ、入所の
可否を決定し、来年２月中旬ごろまでに通知します。
問い合わせ　
　こども課　☎２２－２２１１内線１１８１・１１８２
　各総合支所健康福祉課
　　吉田　☎７２－６０８２（直通）
　　大滝　☎５５－０８６５（直通）
　　荒川　☎５４－２１１６（直通）

保育所（園）名 所　在　地 電話番号 対象年齢 保育時間（時間外・延長保育時間含む）

市

　

　

立

花 の 木 保 育 所 上町3－21－9 22－2217 生後8か月から

平
日

7:00～19:00

土
曜
日

7:00～19:00
永 田 保 育 所 永田町9－22 22－1805 生後8か月から

7:30～18:30 7:30～12:30

日 野 田 保 育 所 日野田町1－9－27 22－1806 生後8か月から
高 篠 保 育 所 山田2194－1 22－2348 2歳から
原 谷 保 育 所 大野原2984 22－5408 2歳から
影 森 保 育 所 下影森1081 22－1544 生後8か月から
吉 田 保 育 所 下吉田3912－3 77－1145 生後8か月から

私

　

　

立

山 田 保 育 園 山田1578－1 23－1396 生後9か月から

平
日

7:30～18:30

土
曜
日

7:30～12:30
秩父かなめ保育園 大畑町5－4 23－2022 生後57日から 7:30～17:30 7:30～12:15
秩 父 若 葉 保 育 園 金室町11－4 24－3347 生後4か月から 7:30～18:00 7:30～12:30
た ん ぽ ぽ 保 育 園 寺尾1940 24－6217 1歳から 7:50～18:00 8:00～12:30
く わ の 実 保 育 園 黒谷1179 24－4455 生後57日から（出生前入所予約可） 7:30～19:30 7:30～13:30
かみたのこども園 荒川上田野993－1 53－4030 生後3か月から 7:00～18:00 7:00～12:00

※ 花の木保育所における延長保育（７時～７時30分、18時30分～19時）を利用される場合は、保育料のほかに延長料金を負担していただきます。
※ 高篠保育所および原谷保育所については、慣らし保育の期間を考慮し、希望により対象年齢（２歳）になる誕生月の前月１日から入所することもできます。
※秩父若葉保育園においては、土曜日の12時30分～17時30分の保育について相談に応じます。
※入所申込書は、保育所へ提出することもできます。        
※各保育所（園）の詳細は、こども課へお問い合わせください。

　市内３か所の乳児保育園でも、生後57
日から２歳児までの乳幼児を募集してい
ます。詳しくは、直接施設へおたずねく
ださい。

乳児保育園（家庭保育室） 乳児保育園名 所在地 電話番号 園長名

しあわせ乳児保育園 道生町21－15 23－0626 高野　宏

めぐみ乳児保育園 下宮地町15－22 22－3509 斉藤マサ子

くまぎ乳児保育園 熊木町19－7 23－0526 田端京子

 

平
成
18
年
度

　

市
立
学
童
保
育
室

　
　

 

入
室
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

❹

入
室
基
準　

学
童
保
育
室
に
入
室
で
き
る

の
は
、
そ
の
家
庭
の
状
況
（
保
護
者
の

就
労
な
ど
）
に
よ
り
、
放
課
後
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

受
付
期
間　

10
月
24
日
㈪
〜
11
月
25
日
㈮

（
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

申
込
用
紙
配
布
�
�
�
受
付
場
所

　

学
校
教
育
課
（
歴
史
文
化
伝
承
館
２

階
）、
吉
田
事
務
所
（
吉
田
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）
お
よ
び
荒
川
事
務
所
（
荒

川
総
合
支
所
）

入
室
決
定　

家
庭
状
況
等
を
調
査
の
う
え
、

入
室
の
可
否
を
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

問
�
合
�
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学
校
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荒
川
事
務
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２
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９
８
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直
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原
谷
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私
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大
野

原
２
９
６
６　
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０
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７
４
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お
よ
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障
害
児
放
課
後
活
動
�
�
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�
�
�
�
�
（
私
立
・
大

宮
５
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９
３―

10　

☎
24―

５
０
０

４
）
で
も
学
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
直
接
、
各
ク
ラ
ブ
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

平成18年度保育所（園）・乳児保育園の

入所申込みを受け付けます
保育所（園）



　

市
立
幼
稚
園
４
園
（
久
那
幼
稚
園
・

吉
田
幼
稚
園
・
大
滝
幼
稚
園
・
荒
川
幼

稚
園
）
の
、
平
成
18
年
度
か
ら
入
園
す

る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
内
各
地
域
（
旧
秩
父
市
・
吉
田
・

大
滝
・
荒
川
）
に
お
住
ま
い
の
幼
児
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
幼
稚
園

に
入
園
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
久
那
幼
稚
園
は
、
送
迎
は
各

家
庭
で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件

と
し
ま
す
が
、
他
の
３
園
は
希
望
で
送

迎
バ
ス
に
よ
る
送
迎
と
な
り
ま
す
。

　

４
園
と
も
完
全
給
食
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

保
育
時
間

　

幼
稚
園
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

各
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
園
資
格
�
定
数

諸
経
費
�
月
額
�

　

保
育
料　

２
，
０
０
０
円

　

給
食
費　

３
，
２
０
０
円

　

こ
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幼
稚
園
で

別
途
お
願
い
す
る
経
費
が
あ
り
ま
す
。

願
書
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈫
〜
21
日
㈪

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

久
那
幼
稚
園
☎
22―
１
５
０
２

　

吉
田
幼
稚
園
☎
77―

０
７
９
６

　

大
滝
幼
稚
園
☎
55―

０
１
２
２

　

荒
川
幼
稚
園
☎
54―

３
０
３
０

※ 

願
書
は
、
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
秩
父
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
お
よ
び
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
の

教
育
委
員
会
各
事
務
所
に
も
置
い
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

学
校
教
育
課
☎
25―

５
２
２
８（
直
通
）

　

吉
田
事
務
所
☎
77―

１
１
０
０（
直
通
）

　

大
滝
事
務
所
☎
55―

０
８
６
７（
直
通
）

　

荒
川
事
務
所
☎
54―

２
３
９
８（
直
通
）

　

本
年
も
５
月
を
「
赤
十
字
社
員
増
強

運
動
月
間
」
と
し
て
、
県
下
一
斉
に
こ

の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
年
度
も
赤

十
字
に
対
し
て
の
深
い
ご
理
解
と
あ
た

た
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

目
標
額
を
上
回
る
良
好
な
成
績
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
奉
仕
い
た
だ
い
た
社
資
は
、
日
本

赤
十
字
社
の
諸
事
業
の
財
源
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。

　

秩
父
市
地
区
と
し
ま
し
て
は
、
な
お

一
層
市
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
た
い

と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

略
儀
な
が
ら
紙
面
を
も
っ
て
ご
報
告

と
お
礼
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

　
　
　

秩
父
市
地
区
長　

栗
原　

稔

日
本
赤
十
字
社
�
主
�
事
業

�
�
国
際
活
動

　

 

世
界
各
国
の
赤
十
字
社
と
と
も
に
紛

争
や
自
然
災
害
へ
の
救
援
活
動

�
�
災
害
救
助
事
業

　

 

災
害
発
生
地
に
お
け
る
被
災
者
や
傷

病
者
の
救
護
活
動

�
�
地
域
医
療
�
推
進

�
�
看
護
師
�
養
成

�
�
血
液
事
業

　

献
血
の
確
保
・
献
血
思
想
の
普
及

�
�
各
種
講
習
会

　

救
急
法
、
家
庭
看
護
法
等
の
講
習

�
�
赤
十
字
�
�
�
�
�
�

　

 

赤
十
字
の
諸
活
動
の
原
動
力
と
な
る

赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

�
�
青
少
年
赤
十
字

　

 

世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献

で
き
る
人
づ
く
り
の
推
進

�
�
社
会
福
祉

　

 

老
人
お
よ
び
障
害
者
の
福
祉
の
向
上

を
図
る

担�

当　

社
会
福
祉
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

久
那

吉
田

大
滝

の
３
園

５
歳
児･

４
歳
児･

３
歳
児

（
平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成

15
年
４
月
１
日
生
）の
幼
児

※
１
学
級
35
人
以
内

荒　

川

幼
稚
園

５
歳
児
・
４
歳
児

（
平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成

14
年
４
月
１
日
生
）の
幼
児

※
１
学
級
35
人
以
内

市
立
幼
稚
園
の

　
　
　

園
児
を
募
集
し
ま
す

平成17年度
赤十字社員増強運動

結果報告書
社資納入総額

７，０２３，５７１円
内訳
　①各区・町会からの納付金

４，６３５，１６６円
　②特別協賛社員からの納付金

２，３８８，４０５円

ご協力ありがとうございました

平成17年度

❺



　

新
秩
父
市
の

誕
生
を
祝
っ
て
、

全
小
中
学
校
23

校
の
児
童
生
徒

が
秩
父
ミ
ュ
ー

ズ
パ
ー
ク
に
大

集
合
し
ま
す
。

　

記
念
事
業
で

は
、「
秩
父
市

こ
ど
も
環
境
大

宣
言
」
を
行
い
、

一
人
ひ
と
り
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
バ
ル
ー
ン
に
載
せ
、
世

界
に
向
け
て
発
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
ダ
ン
ス
、
屋
台
囃
子
、
学

校
の
紹
介
や
全
員
合
唱
を
行
い
、
さ
ら

に
、
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
る
大
事
業

で
す
。

　

当
日
は
、
児
童
生
徒
の
み
の
入
場
で

す
が
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
バ
ル
ー
ン
（
直

径
５
ｍ
）
を
空
に
放
ち
ま
す
の
で
（
11

時
ご
ろ
の
予
定
）、
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

の
空
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

��

�　

10
月
18
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
野
外
ス

テ
ー
ジ　

問
�
合
�
�　

学
校
教
育
課

　


25―

５
２
２
８
（
直
通
）

受�

賞

文
部
科
学
大
臣
表
彰

活
躍
�
�
�
�
�

�
�
�
�

秩
父
�
中
学
生

荒
川
中
学
校

�
�
�

剣
道
部
女
子
�

県
大
会
�
優
勝
�

�
�

関
東
大
会
�

�
�
�
�

全
国
大
会
出
場

秩
父
第
一
中
学
校

�
�
�

弓
道
部
�

県
大
会
�
優
勝
�

�
�
�
�

全
国
大
会
出
場

　

７
月
24
日
、
新
座
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
た
平
成
17
年
度
学
校
総
合
体
育
大

会
で
、
荒
川
中
学
校
剣
道
部
女
子
が
団

体
で
優
勝
、
個
人
で
千
島
さ
つ
き
さ
ん

が
準
優
勝
し
、
埼
玉
県
代
表
と
し
て
関

東
大
会
、
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

８
月
12
日
、
13
日
に
群
馬
県
で
行
わ

れ
た
第
30
回
関
東
中
学
校
剣
道
大
会
で

は
、
本
来
の
力
が
発
揮
で
き
ず
団
体
個

人
と
も
予
選
敗
退
で
し
た
が
、
８
月
18

日
か
ら
20
日
に
三
重
県
で
行
わ
れ
た
第

35
回
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
で
は
、
団

体
戦
で
ベ
ス
ト
16
、
個
人
戦
で
は
惜
し

く
も
２
回
戦
敗
退
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

　

７
月
23
日
、
秩
父
市
営
第
一
弓
道
場

で
行
わ
れ
た
県
民
総
合
体
育
大
会
兼
全

国
中
学
生
弓
道
大
会
県
予
選
で
、
秩
父

第
一
中
学
校
弓
道
部
が
男
女
団
体
で
優

勝
、
個
人
で
も
男
子
で
小
鹿
原　

克
さ

ん
が
、
女
子
で
小
澤
沙
妃
さ
ん
が
優
勝

し
、
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
７
日
に
東
京
都
で
行
わ

れ
た
第
２
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会
で

は
、
男
女
団
体
、
個
人
と
も
惜
し
く
も

予
選
敗
退
で
し
た
が
、
全
国
の
舞
台
で

そ
れ
ぞ
れ
が
全
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

れ
が
全
力
を
出
し
切
り
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

鷹
啄　

茂
氏
（
上
町
）
は
、
９
月
９

日
、
平
成
17
年
度
視
聴
覚
教
育
功
労
者

と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

鷹
啄
氏
は
、
地
元
の
公
立
学
校
に
永

年
勤
務
し
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
視

聴
覚
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秩
父
の
環
境

を
考
え
る
会
の
副
会
長
と
し
て
、
環
境

学
習
の
ビ
デ
オ
教
材
「
シ
リ
ー
ズ―

秩

父
の
自
然
と
環
境
」
の
制
作
作
り
に
多

大
の
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

❻

鷹啄　茂氏
（上　町）

合併　秩父市誕生記念

全国大会会場での
荒川中学校剣道部女子の皆さん

全国大会に出場した
秩父第一中学校弓道部の皆さん

夢 多きちちぶっこ

 全員集合



　

国
の
政
策
な
ど
に
つ
い
て
内
閣
の
閣

僚
が
国
民
と
語
り
合
う
「
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ 

イ
ン 
秩
父
」
が
、
８
月
25

日
、
歴
史
文
化
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

栗
原
市
長
や
金
子
教
育
長
が
迎
え
る

中
、
竹
中
平
蔵
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、

跡
田
直
澄
慶
應
義
塾
大
学
教
授
が
出
席

し
、経
済
財
政
諮
問
会
議
が
出
し
た「
日

本
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
、
秩
父
の
高
校
生
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
昨
年
、
官

房
長
官
が
記
者
会
見
で
「
親
子
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
名
称
で
発
表
し
た

施
策
で
、
夏
休
み
期
間
中
に
親
子
で
参

加
し
、
日
本
の
未
来
や
将
来
の
夢
、
希

望
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
、
仙
台
、
京
都
、

秩
父
を
会
場
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
初
め
て
の
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
に

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
11
号
が
接
近
す
る
中
、

市
内
の
高
校
生
な
ど
68
人
が
参
加
し
、

増
加
す
る
ニ
ー
ト
や
ゆ
と
り
教
育
、
少

年
犯
罪
、
文
化
の
積
極
的
な
伝
承
な
ど
、

国
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
、
竹
中
大
臣
や
跡
田
教
授
に
質
問
し

ま
し
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
両
者
は
、

数
々
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
高
校
生

に
も
わ
か
り
や
す
く
に
質
問
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
は
、
夢
や
希
望
を

持
っ
て
自
分
の
将
来
を
切
り
開
い
て
い

く
こ
と
や
、
社
会
へ
の
参
画
、
国
や
世

界
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
な

ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
実
り
多
い
夏

休
み
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

合併  秩父市誕生記念

　市民の皆さんからご好評を頂いています「消防ふれあい祭り」を開催します。昨年も、
多くの皆さんにご来場いただき、盛況に開催できましたことを心よりお礼申し上げます。
　今年は記念事業として、秩父市出身、宝塚歌劇団の「彩海早矢さんによる一日消防
署長」「秩父市消防団特別点検」等を開催します。
　ぜひ、ご家族そろってお出かけください。

と　き　11月６日㈰午前８時～午後１時30分
ところ　市営影森グラウンドおよび荒川河川道路

主なイベント内容一覧

イベント内容

秩父市消防団特別点検　彩海早矢さん一日消防署長 ジェットシューターゲーム
防災ヘリコプター＆自衛隊大型ヘリコプター展示 消火器体験
魔法戦隊マジレンジャーショー ストラックアウト
抽選会 ホース延長ゲーム
彩海早矢サイン会 秩父消防音楽隊演奏
ホールインワンパットゲーム・輪投げ 福引き

※都合により内容は一部変更する場合があります。
問い合わせ

　消防ふれあい祭り実行委員会事務局　☎２１－０１２７（秩父消防本部内）

「第６回消防ふれあい祭り」を開催します「第６回消防ふれあい祭り」を開催します

❼

高校生からは、さまざまな
問題について質問が出されました

質問に答える竹中大臣

�

竹
中
大
臣
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�  

�
�  

秩
父
�

������������������

�
高
校
生
�
意
見
交
換

彩海　早矢さん

魔法戦隊マジレンジャーショー

©2005テレビ朝日・東映AG・東映

サイレン吹鳴のお知らせ
　午前８時にサイレンを吹鳴
しますので、火災とお間違え
のないようご注意ください。



　市内の公民館で活動している皆さんが、作品展や演技発表会を開催します。
　それぞれの公民館により趣向を凝らした展示や発表を行います。
　受講生の皆さんの日ごろの成果を、どうぞご覧ください。
公民館名（問い合わせ） 内　　容 と　　き ところ

高 篠 公 民 館
２２－１２２０

作品展示、模擬店等 10月29日㈯午前９時～午後４時
10月30日㈰午前９時～午後３時 高篠公民館

演技発表 11月１日㈫午後５時30分～

尾 田 蒔 公 民 館
２３－９０１０ 演技発表と作品展示

10月30日㈰
作品展示　午前９時～午後４時
演技発表　午後１時～４時

尾田蒔公民館

影 森 公 民 館
２２－０７７７ 演技発表と作品展示

10月30日㈰
作品展示　午前９時～午後３時30分
演技発表　午後１時～３時30分

影森公民館

久 那 公 民 館 
２２－１４９５

演技発表と作品展示、模
擬店等

10月30日㈰
作品展示　午前９時～午後４時
演技発表　午後１時～３時20分

久那小学校体育館

中  央  公  民  館
勤労青少年ホーム
２２－０４２０

演技発表と作品展示、模
擬店、お茶席等

◎ 展示発表
11月４日㈮午後１時～５時
11月５日㈯・６日㈰午前９時～午後５時
◎ 演技発表
11月５日㈯午前10時～午後３時30分
◎ お茶席
11月５日㈯・６日㈰午前10時～午後３時
◎ わかば民踊発表会
10月26日㈬午前10時～午後３時

歴史文化伝承館

浦 山 公 民 館
２４－４９１２

演技発表と作品展示、模
擬店等

11月５日㈯
作品展示　午前９時～午後５時
11月６日㈰
作品展示　午前９時～午後２時
演技発表　午後３時～

浦山公民館

大 田 公 民 館
６２－１４４０

演技発表と作品展示、模
擬店等

11月５日㈯
作品展示　午後１時～３時
11月６日㈰
作品展示　午前９時～午後３時
演技発表　午前10時～午後３時

大田公民館

荒 川 公 民 館 
５４－１０５８

作品展示 11月５日㈯・６日㈰午前９時～午後４時 荒川公民館

演技発表と模擬店等
(荒川文化団体発表会） 11月６日㈰午前９時～正午 荒川農村環境改善

センター
原 谷 公 民 館
２２－０６５８

演技発表と作品展示、模
擬店等 11月12日㈯・13日㈰午前９時～午後４時 原谷公民館

※日程などは変更になる場合があります。内容等詳細は、各公民館へお問い合わせください。
※大滝公民館は１月に、吉田公民館は５月に公民館文化祭を行います。ご期待ください。

　

笑
点
で
お
な
じ
み
の
山
田
隆
夫
さ

ん
を
お
招
き
し
て
、「
人
生
の
応
援
歌
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

��

�　

11
月
６
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

�
�
�　
荒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料

問
�
合
�
�　

荒
川
公
民
館

　


54―

１
０
５
８

　

原
谷
公
民
館
文
化
祭
行
事
と
し
て

「
旅
立
ち
の
日
に
」の
作
者
、
小
嶋�

登

先
生
、
高
橋
浩
美
先
生
に
よ
る
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

演�

題　
「
旅
立
ち
の
日
に
」
そ
の
後

��

�　

11
月
13
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

�
�
�　

原
谷
小
学
校
体
育
館
（
原
谷

公
民
館
側
中
庭
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。）

入
場
料　

無
料

問
�
合
�
�　

原
谷
公
民
館

　


22―

０
６
５
８

❽

山田　隆夫さん

公 民 館 文 化 祭

第
19
回
荒
川
公
民
館
�
�
�

文
化
講
演
会

原
谷
公
民
館　
　

　
　

文
化
講
演
会



　

秋
本
番
を
迎
え
、
山
々
が
紅
葉
を
始

め
る
の
に
合
わ
せ
て
、
今
年
も
奥
秩
父

大
滝
紅
葉
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
島
倉
千
代
子
さ

ん
ほ
か
を
招
い
て
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
お

笑
い
コ
ン
ト
、
郷
土
芸
能
披
露
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
会
場
内
の
特
設
テ
ン
ト

村
で
は
特
産
品
等
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
を
体
感
し
て
い
た
だ
く

源
流
ハ
イ
キ
ン
グ
を
三
峰
口
駅
か
ら
会

場
ま
で
の
約
９
㎞
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

��

�　

10
月
30
日
㈰
午
前
10
時
開
演

�
�
�　

大
滝
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内�

容

○ 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
笑
�
�

�
�
（
午
前
11
時
〜
）

○
歌
謡
�
�
�
（
午
後
２
時
〜
）

 

�
�
�　

島
倉
千
代
子
さ
ん
、
山
本
智

子
さ
ん
、
ま
き
の
め
ぐ
み
さ
ん

問
�
合
�
�　

奥
秩
父
大
滝
紅
葉
ま
つ
り
実

行
委
員
会
☎
55―

０
７
０
７

　
「
日
本
の
歩
き
た
く
な
る
道
」
に
も

選
定
さ
れ
、
年
々
巡
礼
観
光
客
に
親
し

ま
れ
て
い
る
江
戸
巡
礼
古
道
で
、
８ハ
月

１イ
９ク
日
に
「
俳
句
＆
ハ
イ
ク
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
暑
さ
厳
し
い
中
、
新
潟

や
川
越
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
古
道
や

各
々
の
札
所
で
感
じ
た
こ
と
を
素
晴
ら

し
い
俳
句
と
し
て
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ゴ
ー
ル
で
は
、
秩

父
市
俳
人
連
盟
（
大
野
ひ
ろ
志
会
長
）

の
皆
さ
ん
に
句
会
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

次
の
優
秀
作
品
が
生
ま
れ
ま
し
た
の
で

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く

り
工
房
と
連
携

し
、
毎
月
、
ち

ち
ぶ
散
策
小
径

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

選
者
詠

岩
盤
に
一
宇
の
堂
や
秋
の
蝉　

 

大
野
ひ
ろ
志

秋
暑
し
注
連
縄
ゆ
る
ぶ
男
石

 

宮
田　

富
昭

蒼
天
に
秋
蝉
声
を
み
な
ぎ
ら
す

 

森
川　

睦
夫

　

参
加
者
秀
句
抄

底
紅
を
咲
か
せ
一
志
を
確
と
せ
り

 

関
口　

幹
雄

秋
風
に
ゆ
っ
く
り
回
る
く
く
り
猿

 

堀
口　

克
己

ひ
ん
や
り
と
土
の
感
触
茗
荷
の
子

 

新
井　

勘
作

連
立
の
卵
塔
点
す
女
郎
花

 

深
田　

一
枝

金
色
の
に
ぶ
き
扁
額
秋
に
入
る

 

島
田　

禎
二

芭
蕉
句
碑
さ
る
す
べ
り
の
花
今
盛
り

 

浅
見
と
き
お

巡
礼
道
行
く
先
々
の
秋
の
草中

島　

幸
子

巡
礼
の
ほ
っ
と
一
息
青
ぶ
ど
う

 

町
田
美
代
子

　

歌
謡
シ
ョ
ー
を
メ
イ
ン
に
、
岡
宏
＆

ク
リ
ア
ト
ー
ン
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演

奏
に
よ
る
生
オ
ケ
大
会
、
吉
田
の
味
や

特
産
品
を
集
め
た
山
村
の
味
コ
ー
ナ
ー
、

商
工
祭
、
健
康
福
祉
コ
ー
ナ
ー
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、
体
育

館
で
の
文
化
展
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

　

今
年
の
歌
謡
シ
ョ
ー
は
�
�
�
�
�

�
�
さ
ん
や
熊
谷
�
�
�
さ
ん
の
出
演

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
お
越

し
く
だ
さ
い
。

��

�　

11
月
３
日
㈭
文
化
の
日

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

�
�
�　

吉
田
取
方
総
合
運
動
公
園

問
�
合
�
�　

吉
田
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

☎
72―

６
０
８
３
（
直
通
）

吉田よいとこ祭

を開催します

江
戸
巡
礼
古
道
�

�

�
俳
句
�
�
�
�
�

�
実
施
�
�
�
�

奥
秩
父
大
滝
紅
葉
ま
つ
り
を

 

開
催
し
ま
す

❾

島倉千代子さん

ダーリンハニー

キム・ヨンジャさん



　

合
併
協
約
確
認
協
議
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
９
日
、
市
民
会
館
に
お
い
て
、

秩
父
市
合
併
協
約
確
認
協
議
会
委
員
委

嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
秩
父
合
併
協
議
会

の
協
議
の
中
で
「
新
市
に
お
い
て
各
地

域
の
振
興
及
び
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、

地
域
住
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
で
き

る
機
関
を
設
置
す
る
」
と
決
定
さ
れ
た

こ
と
に
基
づ
い
て
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

協
議
会
は
、
旧
４
市
町
村
（
秩
父
・

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
）
の
区
域
ご
と
に

設
置
し
た
地
域
協
議
会
と
、
地
域
協
議

会
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
、
意
見
等
の
連

絡
調
整
を
行
う
連
絡
協
議
会
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
各
地
域
協
議
会
の
会
長
に

は
合
併
前
の
各
市
町
村
長
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、
市
長
の
私
的
諮
問
機
関
と
し

て
市
の
施
策
や
事
業
に
対
し
、
意
見
や

提
案
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

担�

当　

合
併
関
連
事
業
推
進
課

　


22―
２
５
０
５
（
直
通
）

「男女共同参画人材リスト」
　　　　　　　　に登録を
　魅力ある秩父市を創るため募集している
「女性人材リスト」の登録要件を見直しました。
女性の学習機会の充実のため、新たに男女共
同参画について詳しい男性も募集し、名称も
「男女共同参画人材リスト」とします。
　市政や地域の発展に貢献していただける熱
意ある方の登録をお待ちしています。
登録要件

　20歳以上で市内在住・在勤の次のような方
・あらゆる分野の有識者・有資格者の女性
・ 社会活動やボランティア活動などに参加
し、市政や地域の発展に意欲や関心がある
女性
・ 男女共同参画や女性問題について詳しい女
性および男性
※自薦他薦を問いません。
※プライバシー保護のため、リストは原則非
　公開とします。
問い合わせ　市民生活課
　　　　２５－５２００（直通）

クーリング・オフをご存知ですか？
　訪問販売では、つい必要でないものを買ったりするこ
とがあります。
　そこで契約を冷静に考えなおす期間を設け、その期間
内であれば、書面で通知することによって無条件で契約
を解除できるようになっています。これを「クーリング・
オフ制度」といい、電話や手紙で呼び出されたり、道で
呼び止められて契約してしまった場合にも適用されます。
　期間は、「契約日を含んだ８日間」です。この期間内
にハガキで業者に通知します。
※ 3,000円未満の現金取引や、購入した消耗品を使用し
た場合、その使用部分はクーリング・オフできません。

　訪問販売や商品契約など、消費者トラブルに関してお
困りの時は、迷わず消費者相談室へご相談ください。

相談窓口　市役所消費生活相談室　
　　　　２２－２２１１　内線１３１１
　　　　（毎週月・水・金曜日）
問い合わせ　市民生活課
　　　　２５－５２００（直通）

クーリング･オフ通知はどう書くの？

はがきによるクーリング･オフ通知の記入例
《う　ら》 《おもて》

申
込
日�

平
成
�
�
年
�
月
�
�
日

商
品
名�

�
�
�
�
�
�

商
品
�
金
額�

�
�
�
�
円

右
記
日
付
�
申
込
�
�
取
�
消
�
�

�
�｢

契
約
�
解
除
��
�
�
�
�

住
所�

�
�
�
市
�
�
�
町
�
�
�

氏
名�

�
�
�
�
�

平
成
�
�
年
�
月
�
�
日

10

委嘱式であいさつをする栗原市長

�
�
市
�
�
町
�―

�
�

�
�
�
�
株
式
会
社
�
�
支
店

�
�

代
表
者�

�
�
�
�
様

配
達
記
録

官製はがき

クーリング･オフ通知の証拠を残しましょう
① はがきの両面をコピーして保管しましょう。
②  郵便局の窓口で、配達記録郵便（210円）として差
し出し、控えを保管しましょう。

③  クーリング・オフ期間内の消印となるよう手続きを
しましょう。



平成17年８月分　公共工事の発注状況を公表します

契約日 完成予定日 工　　事　　名 事業場所
予定価格
（税込/円）

契約金額
（税込/円）

落札率
（％）

契約業者
工事担当課

☎

４日 ９月22日 市道荒川幹線１級６号線舗装補修工事 荒川白久地内 5,250,000 5,040,000 96.00 ㈱ 斎 藤 組
荒川総合支所
地域整備課

54－2392(直通)

４日 11月30日 中央500号線道路改築工事 東町地内 8,988,000 8,820,000 98.13 ㈲ 逸 見 建 設 道路課
25－5213(直通)

４日 ３月１日 幹線６号線道路改築工事１工区 蒔田地内 51,765,000 51,240,000 98.99 ㈱富士ピー・エス 道路課
25－5213(直通)

11日 ８月26日 第一小・花小・高小調理場熱風消毒
保管庫設置工事

第一小･花小･
高小調理場内 6,930,000 6,825,000 98.48 ㈲坂倉工務店 建築住宅課

25－5214(直通)

11日 ９月９日 荒川西小学校グラウンド改修工事 荒川西小学校
内 18,690,000 18,270,000 97.75 ㈱ 斎 藤 組 教育総務課

25－5227(直通)

18日 １月31日 大野原２号汚水幹線築造工事B工区 大野原地内 31,500,000 30,765,000 97.67 ㈱ 松 岡 組 下水道課
25－5218(直通)

18日 １月31日 農業集落排水統合補助事業第601工区
管路施設工事 久那地内 29,400,000 28,770,000 97.86 ㈱日新テクノ 農業振興課

25－5210(直通)

25日 3月24日 吉田仲町地内配水管布設替工事 下吉田地内 42,000,000 40,950,000 97.50 ㈱ 新 井 建 設
水道部
吉田事務所

72－6085(直通)

市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　２５－５２１６（直通）

（競争入札）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
市
内
商
店
街
�
活
性
化
�
目
指
�
�
�
商
店

街
�
�
�
�
知
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
今
後
紹
介
�
�
�
�
�
�
�

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

５
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付

　

コ
イ
ン
型

　

秩
父
市
共
通
商
品
券

　
　
　
　
　
　

１
億
円
発
売
！

　

吉
田
地
区
・
荒
川
地
区
・
大
滝
地
区

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

発
売
日　

10
月
20
日
㈭
〜

発
売
内
容　

額
面
１
，
０
０
０
円
を

　
　
　
　
　
　

９
５
０
円
で
販
売

発
売
所　

秩
父
市
内
40
店
（
予
定
）

※ 

詳
し
く
は
10
月
16
日
㈰
の
新
聞
折
込

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

秩
父
市
中
央
６
商
店
街

ジ
ョ
イ
ン
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

上
町
・
中
町
・
本
町
・
宮
側
町
・
東

町
・
番
場
町
の
中
央
６
商
店
街
で
イ
ベ

ン
ト
・
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

�
�
�
�　

10
月
20
日
㈭
〜
30
日
㈰

抽
選
会　

10
月
28
日
㈮
〜
30
日
㈰

　
　
　
　

午
後
５
時
〜
８
時

抽
選
会
場　

各
商
店
街

　

１
等
の
商
品
券
１
万
円
分
を
は
じ
め
、

多
数
の
賞
品
を
各
商
店
街
で
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
10
月
20
日
㈭
の
新
聞
折
込

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
市
商
店
連
盟
連
合
会
事

務
局
☎
22―

４
４
１
１

あ
そ
び
に
お
い
で
よ

第
２
１
６
回

み
や
の
か
わ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

��

�　

10
月
15
日
㈯
午
後
７
時
〜

�
�
�
�

●
釣
り
バ
カ
ナ
イ
ト

　
（
つ
り
か
け
編
）

●
め
ん
こ
バ
ス
ケ
ッ
ト

●
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

●
福
引
き
大
会

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

福
引
参
加
券

��

�　

10
月
15
日
㈯
午
後
７
時
〜

�
�
�　

き
の
じ
や
向
か
い　

福
引
会
場

※
お
一
人
様
１
枚
限
り

※
先
着
１
，
０
０
０
名
様
限
り

お
住
ま
い
の
地
区
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

例宮
側
町　

地
区
名

�
�
�
�
�
�
�
�

キリトリセン

�
�
�
�
�
�



  

大
滝
総
合
支
所
管
内
の

　
　

平
成
18
年
度

　

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽

　
　

設
置
申
込
み
の
受
付
を

　
　
　
　

開
始
し
ま
す
！

設
置
�
�
�
�

　

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
未
設
置
、
新

築
の
各
世
帯
等
を
対
象
に
、
市
に
お
い

て
設
置
を
行
い
ま
す
。（
18
年
度
の
設

置
予
定
基
数
は
17
基
で
す
。）

　

ま
た
、
単
独
浄
化
槽
お
よ
び
汲
み
取

り
式
便
槽
か
ら
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽

に
入
れ
替
え
る
場
合
に
は
、
撤
去
工
事

費
へ
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
本
体
設
置
分
担
金

�
人
槽
…
６
万
円（
一
括
払
い
５
万
円
）

�
人
槽
…
８
万
円（
一
括
払
い
７
万
円
）

10
人
槽
…
11
万
円（
一
括
払
い
10
万
円
）

11
�
50
人
槽
…
一
人
槽
あ
た
り
２
万
円

を
乗
じ
て
得
た
額

51
人
槽
以
上
…
一
人
槽
あ
た
り
５
万
円

を
乗
じ
て
得
た
額

集
水
管
�
�
�
排
水
管
�
分
担
金

　

集
水
管
お
よ
び
排
水
管
１
ｍ
に
つ
き
、

３
千
円
を
控
除
し
て
得
た
額

浄
化
槽
使
用
料
�
税
別
�

�
人
槽
�
10
人
槽

月
あ
た
り
・
１
人
槽
×
４
０
０
円

11
人
槽
�
50
人
槽

月
あ
た
り
・
１
人
槽
×
４
５
０
円

51
人
槽
以
上

月
あ
た
り
・
１
人
槽
×
５
０
０
円

維
持
管
理

　

法
定
検
査
お
よ
び
保
守
点
検
・
清
掃

業
務
に
つ
い
て
は
、
市
の
指
定
し
た
業

者
に
よ
り
点
検
・
管
理
を
行
い
ま
す
。

対
象
地
域　

大
滝
総
合
支
所
管
内

申
込
�　

10
月
３
日
㈪
〜
31
日
㈪
（
希

望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

大
滝
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　


55―

０
８
６
３
（
直
通
）

西
秩
父
衛
生
組
合
の
事
務
は

　
　
　
　
　
　
　

小
鹿
野
町
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た

　

小
鹿
野
町
と
両
神
村
の
合
併
に
伴
い
、

平
成
17
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
西
秩
父

衛
生
組
合
は
解
散
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
組
合
で
行
っ
て
い
た
業

務
は
、
新
小
鹿
野
町
へ
引
き
継
が
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
西
秩
父
衛
生
組
合
が
設
置
し

た
浄
化
槽
の
使
用
料
徴
収
事
務
は
、
秩

父
市
が
行
い
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

小
鹿
野
町
衛
生
課

　


75―

０
３
５
２

　

吉
田
総
合
支
所
市
民
支
援
課　

　


72―

６
０
８
１
（
直
通
）

ゴ
ミ
袋
の
料
金に

つ
い
て

�

私
�
埼
玉
県
内
�
�
�
�
�
�
市
町

村
�
暮
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

秩
父
市
�
�
�
袋
�
料
金
�
他
市
町
村

�
比
�
�
�
�
�
高
�
�
�
�
驚
�
�

�
�
�
�
�
少
�
袋
�
大
�
�
�
�
�
�

料
金
�
下
�
�
欲
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
30
代
�
女
性
�

　

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
有
料
指

定
ご
み
袋
制
度
は
、
ご
み
の
減
量
化
と

処
理
費
用
の
公
平
化
を
目
的
に
、
平
成

８
年
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ご
み
の
処
理
は
、
①
全
額
を
税
金
で

賄
っ
て
い
る
場
合
と
、
②
処
理
費
用
の

一
部
を
、
ご
み
を
出
す
人
が
直
接
負
担

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
秩
父
地
域
の

場
合
は
、
②
に
あ
た
り
、
指
定
の
ご
み

袋
に
よ
り
処
理
手
数
料
を
負
担
し
て
い

「
何
で
も
投
書
箱
」へ
の

投
書
か
ら

「
何
で
も
投
書
箱
」へ
の

投
書
か
ら

た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ご

み
を
多
く
出
す
人
は
、
よ
り
多
く
の
処

理
費
用
を
負
担
す
る
制
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ご
み
処
理
手
数
料
額
（
袋
の
価
格
）

は
、
住
民
、
消
費
者
団
体
、
事
業
者
等

の
代
表
者
に
よ
る「
秩
父
広
域
圏
有
料
・

指
定
ご
み
袋
収
集
実
施
検
討
委
員
会
」

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
決
定
し
、
ご

み
の
発
生
抑
制
・
排
出
量
の
減
量
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
分
別
の
徹
底
へ
の

動
機
付
け
が
働
く
実
効
性
の
あ
る
額
と

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
環
境
省
で
も
、
ご
み
排
出
抑

制
の
切
り
札
と
し
て
家
庭
ご
み
の
全
面

有
料
化
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

有
料
指
定
ご
み
袋
制
度
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
、
ご

み
処
理
経
費
の
負
担
の
公
平
化
な
ど
大

き
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

�
�
投
書
�
�
問
�
合
�
�

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　


25―

５
２
０
２
（
直
通
）

　

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
業
務
課

　


23―

２
４
８
９

投
書
箱
担
当　

秘
書
課

　


22―

２
２
０
１
（
直
通
）

12

ごみ処理費用の一部を
皆さんに負担していただいています












　

桜
木
町
会

で
は
、
財
団

法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て

い
る
平
成
17

年
度
宝
く
じ

助
成
を
受
け

て
、
屋
台
ば

や
し
の
演
奏

　

石
綿
（
ア
ス

ベ
ス
ト
）
が
使

用
さ
れ
て
い
る

建
築
物
の
解
体

な
ど
を
行
う
場

合
は
、
そ
の
建

築
物
の
床
面
積
・

　
　

〜
建
築
物
の
解
体
な
ど
を
依
頼
す
る
方
、

　
　
　
　
　
　
　

解
体
工
事
を
請
け
負
う
事
業
者
の
方
々
へ
〜

　

建
築
物
の
解
体
な
ど
を
行
う
際
に
は

　
　
　

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に
ご
注
意
く
だ
さ
い

構
造
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
石
綿
が
飛
散

し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

飛
散
防
止
�
方
法

� 

吹
�
付
�
石
綿
�
石
綿
含
有
吹
�
付

�
材
…
作
業
上
の
隔
離
、
吹
き
付
け

石
綿
の
湿
潤
化
（
散
水
等
）
等

� 

石
綿
含
有
保
温
材
�
耐
火
被
覆
材
�

断
熱
材
�
石
綿
含
有
�
�
�
�
材
等

…
石
綿
含
有
建
材
の
湿
潤
化
（
散
水

等
）
等

※ 

解
体
な
ど
を
行
う
建
築
物
の
種
類
、

規
模
等
に
応
じ
、
各
種
法
令
に
基
づ

く
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
下
記
連
絡
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

建
築
物
の
解
体
を
依
頼
す
る
方
は
、

石
綿
等
の
使
用
の
有
無
を
調
査
し
、

解
体
工
事
な
ど
を
請
け
負
う
事
業
者

の
方
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

解
体
な
ど
を
行
う
作
業
員
に
は
、
防

じ
ん
マ
ス
ク
、
作
業
衣
等
を
着
用
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

石
綿
を
含
む
廃
棄
物
の
処
理
は
、
知

事
等
の
許
可
を
受
け
て
い
る
業
者
に

委
託
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�

石
綿
障
害
予
防
規
則
�
関
�
�

　

埼
玉
労
働
局

　


０
４
８―

６
０
０―

６
２
０
６

　

秩
父
労
働
基
準
監
督
署

　


22―

３
７
２
５

大
気
汚
染
防
止
法
�
関
�
�

　

埼
玉
県
青
空
再
生
課

　


０
４
８―

８
３
０―

３
０
５
８

　

秩
父
環
境
管
理
事
務
所

　


23―
１
５
１
１

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　


25―

５
２
０
２

廃
棄
物
�
処
理
�
関
�
�

　

埼
玉
県
廃
棄
物
指
導
課

　


０
４
８―

８
３
０―

３
１
３
５

　

秩
父
環
境
管
理
事
務
所

　


23―

１
５
１
１

建
設
�
�
�
�
�
法
�
関
�
�

　

埼
玉
県
技
術
管
理
課

　


０
４
８―

８
３
０―

５
２
０
２

　

秩
父
県
土
整
備
事
務
所

　


22―

３
７
１
５

　

市
役
所
建
築
住
宅
課

　


25―

５
２
１
４

コミュニティ

助成事業で

太鼓などを

購入しました

に
必
要
な
太
鼓
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
宝

く
じ
の
売
上
金
の
一
部
を
原
資
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
行
わ
れ
る
各
種
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険

　

保
険
証
の

　
　

更
新
で
す

　

秩
父
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
の
保
険
証
は
、
９
月
30
日

で
有
効
期
限
が
切
れ
た
た
め
、
10
月
１

日
か
ら
新
し
く
カ
ー
ド
化
の
保
険
証
に

な
り
ま
し
た
。
新
保
険
証
は
、
９
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
し
た
の
で
ご
使
用
く
だ

さ
い
。
新
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平

成
18
年
９
月
30
日
で
す
。

　

な
お
、
旧
国
民
健
康
保
険
証
は
、
市

役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
支
援
課
、
各
公
民
館
へ
お
返
し
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
お
返
し
で
き
な
い
場
合

に
は
、
ご
自
分
で
旧
保
険
証
を
細
か
く

切
っ
た
う
え
で
廃
棄
し
て
い
た
だ
い
て

も
結
構
で
す
。

問
�
合
�
�　

保
険
年
金
課

　


25―

５
２
０
１
（
直
通
）

次の方から、寄附をいただき
ました。温かな善意に感謝し、
ご紹介します。
 （平成17年８月）

◎社会福祉のために

▼１日、㈱荷車屋（植田攻社
長）から車椅子1台

◎吉田小学校の教育振興のた
めに

▼18日、小池謙司氏（吉田
ＦＣ）からサッカーボール
12個

ご寄附
　ありがとう
 ございました

13



市民文芸
吾
が
夏
は
と
う
も
ろ
こ
し
の
夏
な
り
き
レ
ジ
ャ
ー
農
園
に
四
度
種
蒔
く

山　

田　

髙
橋　

洋
子

こ
の
夏
の
続
く
炎
暑
の
畑
仕
事
濡
れ
手
拭
を
被
り
て
耐
え
る

久　

那　

斉
藤
ヨ
ネ
子

八
十
八
の
母
の
年
ま
で
頑
張
る
と
地
下
足
袋
履
き
て
鎌
を
研
ぎ
た
り

上
吉
田　

町
田　

な
を

臍
繰
り
も
で
き
ず
逝
き
た
り
い
と
お
し
き
思
い
に
新
盆
の
迎
火
を
焚
く

上
野
町　

新
井
要
次
郎

敗
戦
に
武
装
解
か
れ
て
六
十
年
平
和
噛
み
締
む
鴻
毛
の
兵
は

桜
木
町　

島
﨑　

定
夫

遺
骨
な
き
墓
を
守
り
て
六
十
年
征
か
せ
て
な
ら
じ
声
を
大
に
す

小　

柱　

半
藤　

早
苗

土
用
半
ば
に
秋
風
立
つ
と
父
言
い
き
そ
ば
ま
き
と
ん
ぼ
日
毎
に
ふ
え
る

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

旬
の
味
も
と
め
立
ち
寄
る
販
売
所
真
赤
な
ト
マ
ト
五
袋
も
買
う

熊
木
町　

田
口
佳
寿
子

夏
祭
り
の
囃
子
太
鼓
に
励
ま
さ
れ
歩
め
ぬ
老
女
窓
辺
に
立
ち
ぬ

桜
木
町　

河
端　

ス
エ

民
営
化
な
し
て
生た

つ
き活
の
豊
か
さ
を
目
早
く
示
す
証
ほ
し
か
り

大
畑
町　

小
山　

敦
子

�
評
�
絵
団
扇
の
句
、
午
睡
と
い
う
夏
の
日
常
の
何
気
な
い
風
景
を
、
季
語
に
よ
り
み
ご
と
に
昇
華
さ
せ
て
い
ま
す
。
雷
鳴

の
句
、
急
い
で
帰
宅
す
る
状
景
を
「
ペ
ダ
ル
踏
む
」
で
よ
く
表
わ
し
て
い
ま
す
。
鷺
草
に
番
を
見
て
と
っ
た
句
は
、
作
者
の

物
を
良
く
見
る
目
配
り
が
感
じ
ら
れ
、
類
の
な
い
句
に
仕
上
り
ま
し
た
。
今
月
は
ひ
と
つ
の
事
柄
を
詠
ん
だ
句
（
一
句
一
章

の
句
）
を
多
く
採
用
し
ま
し
た
が
、
施
餓
鬼
の
句
の
よ
う
に
、
二
つ
の
事
の
取
り
合
わ
せ
も
、
魅
力
あ
る
作
品
と
な
り
ま
す
。

さ
て
10
月
30
日
㈰
、
福
祉
女
性
会
館
に
お
い
て
『
俳
句
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

絵
団
扇
を
握
り
し
ま
ま
の
目
覚
め
か
な

上
宮
地
町　

野
﨑　

麻
衣

雷
鳴
に
せ
き
た
て
ら
れ
て
ペ
ダ
ル
踏
む

上　

町　

藤
田　

正
己

鷺
草
の
番つ

が
い

の
ま
ま
に
錆
び
ゆ
き
ぬ

上　

町　

宮
下　

照
子

雛す
う

僧
に
和
む
施
餓
鬼
や
山
の
風

荒
川
日
野　

山
中
伊
世
子

誰た

も
を
ら
ぬ
校
庭
に
燃
ゆ
百
日
紅

野
坂
町　

新
井
き
み
子

新
し
き
塔
婆
の
に
ほ
ふ
盆
の
寺

上
野
町　

豊
泉　

文
子

と
ぼ
口
の
簾
の
褪
せ
し
山
家が

か
な

日
野
田
町　

引
間
ま
さ
子

な
よ
な
よ
と
狗え

の

尾こ
ろ

草ぐ
さ

の
吹
か
れ
立
ち

近
戸
町　

木
村
む
ら
子

夏
帽
子
の
小
さ
き
リ
ボ
ン
古
稀
す
ぎ
て

山　

田　

大
嶌　

映
子

川
の
蘆
な
ぎ
倒
さ
れ
し
出
水
後

下
吉
田　

黒
沢
ミ
キ
子

�
評
�
暑
い
夏
、
お
盆
、
終
戦
記
念
日
、
そ
し
て
秋
へ
と
移
る
季
節
を
丁
寧
に
詠
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
月
は
始
め
て
投
稿
さ
れ
た
方
も
多
く
、
良
い
歌
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
特
に
髙
橋
さ
ん
、
斉
藤
さ
ん
、
町
田
さ
ん

は
働
く
姿
を
具
体
的
に
詠
ん
で
力
強
い
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
新
井
さ
ん
の
妻
を
い
と
お
し
む
歌
に
は
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

「
臍
繰
り
も
で
き
ず
」
は
発
見
だ
と
思
い
ま
す
。
し
み
じ
み
と
し
た
情
が
素
直
に
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
小
山
さ
ん
は
社
会
詠
で
す
。
そ
の
時
の
深
い
感
動
も
時
が
過
ぎ
る
と
薄
れ
る
宿
命
を
持
つ
も
の
で
す
が
よ
く
挑
戦

さ
れ
ま
し
た
。
何
回
も
推
敲
し
自
分
の
も
の
に
し
た
事
で
成
功
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今月の応募作品
短歌　  43首
俳句　  95句

青山穂
ほ

乃
の

香
か

 ちゃん
ハイ、ポーズ！

宮本　莉
り

気
き

 くん
しまじろうと
仲良しだよ～!!

（太田） （大野原）

　

１
〜
１
歳
半
程
度
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
同
封
し
、
住
所
・

両
親
と
お
子
さ
ん
の
名
前
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
と
コ
メ
ン

ト
を
明
記
の
う
え
、
市
役
所
企
画
広
報
課
（
熊
木
町
８―

15
）

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
に
漏
れ
た
方
も
、
対
象
年
齢
を
超
え
る
ま
で
は
、
翌
月

の
抽
選
に
繰
り
入
れ
、
再
抽
選
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
「
市
報
ち
ち

ぶ
」
に
も
同
様
に
掲
載
し
ま
す
。

応
募
方
法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、市内熊木町８－15、秩父市役所企画広報課へ、　必ず官
製はがきでお送りください。（10月末締切り分→12月号に掲載）
　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所、氏名は、作品の左側に書いてください。

　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

短　
　
　

歌 

新
井　

悦
子　

選　

俳　
　
　

句 

大
野
ひ
ろ
志　

選　

ほ の か り き
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蔵
書
検
索
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
貸
出

中
の
資
料
に
は
予
約
を
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。予
約
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド（
４

ケ
タ
）
が
必
要
で
す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
の

登
録
に
は
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
と
身
分

証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
登
録
受
付

　

10
月
１
日
㈯
か
ら
受
付

新
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

https://library.city.chichibu.lg.jp

（
パ
ソ
コ
ン
用
）

https://library.city.chichibu.lg.jp/
i/ihom

e.htm
l

（
携
帯
電
話
用
）

  

詳
し
く
は
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
貸
出
冊
数
�
増
�
�
�
�

　

10
月
か
ら
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
入
れ

替
え
に
伴
い
、
貸
出
冊
数
が
５
冊
か
ら

10
冊
に
増
え
ま
し
た
。

� 

荒
川
図
書
館
�
吉
田
分
館
�
開
館
日

変
更
�
�
知
�
�

　

10
月
23
日
㈰
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回

線
工
事
の
た
め
、
貸
出
・
返
却
業
務
が

行
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
荒
川
図
書
館
は
休
館
、

吉
田
分
館
は
閲
覧
の
み
の
開
館
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
秩
父
図
書
館
で
は
貸
出
・
返

却
は
可
能
で
す
。

�
催
�
物
�
�
知
�
�

�
秩
父
図
書
館
�

�
�
�
�
�
会
（
入
場
は
無
料
で
す
）

  

10
月
22
日
、
11
月
12
日
・
26
日
の
土

曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

�
図
書
館
�
�
�
�
統
合
�
伴
�

�

図
書
館
利
用
�
�
�
�
引
�
換
�

  
こ
の
度
、
秩
父
市
立
図
書
館
（
秩
父

図
書
館
・
荒
川
図
書
館
・
吉
田
分
館
・

大
滝
分
館
）
は
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の

統
合
を
行
い
ま
し
た
。
  

こ
れ
に
伴
い
、
図
書
館
利
用
カ
ー
ド

は
、
今
ま
で
秩
父
図
書
館
で
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
た
カ
ー
ド
に
統
一
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
荒
川
図
書
館
・
吉
田

分
館
の
利
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

カ
ー
ド
の
発
行
を
受
け
た
図
書
館
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
秩
父
市
立
図
書
館

の
カ
ー
ド
が
未
発
行
の
方
に
は
、
そ
の

場
で
引
き
換
え
し
ま
す
。

引
�
換
�
開
始
日

　

10
月
１
日
㈯
か
ら
受
付

�
新
�
�
�
�
�
�
開
設
�
�
知
�
�

  

図
書
館
で
は
、
10
月
１
日
よ
り
新
し

く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
図
書
館
の

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

�
第
�
�
�
回
�
名
作
映
画
鑑
賞
会

題�

名�

『
野
菊
の
墓
』

（
１
９
７
５
年
、
日
本
、
80
分
）

監�

督　

西
河
克
己

出�

演　

山
口
百
恵
、
佐
久
田
修
、
南

田
洋
子
、
常
田
富
士
男
、
大
坂
志
郎
、

北
村
和
夫
、
北
林
谷
栄
ほ
か

内�

容　

ま
る
で
野
菊
の
よ
う
な
民
子

（
山
口
百
恵
）
は
、
親
戚
の
政
夫
の
家

で
育
っ
た
。
民
子
は
、
政
夫
よ
り
１
歳

年
上
だ
っ
た
の
で
姉
弟
同
様
に
し
て
い

た
。
そ
ん
な
２
人
を
、
使
用
人
や
村
人

た
ち
は
、
冷
や
や
か
に
見
て
い
た
。
や

が
て
民
子
と
政
夫
の
間
に
は
…
…
。

◎ 

今
回
は
、
絵
本
の
紹
介
も
行
い
ま
す

の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◎
10
月
27
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
秩
父
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

◎
入
場
は
無
料
で
す
。

�
荒
川
図
書
館
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

10
月
11
日
、
11
月
８
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
や

さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

�
�
�
�
�
会

　

10
月
22
日
、
11
月
26
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
絵

本
や
紙
芝
居
、
昔
ば
な
し
な
ど
を
読
み

ま
す
。

開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
問
い
合
わ
せ
】

秩
父
図
書
館

　

秩
父
市
上
町
３―

６―

27

　

☎
22―
０
９
４
３

荒
川
図
書
館

　

秩
父
市
荒
川
日
野
66―

２

　

☎
54―

１
０
３
４

秩
父
図
書
館
吉
田
分
館

　

秩
父
市
下
吉
田
６
５
６
９―

１

　

☎
77―

１
１
０
０

秩
父
図
書
館
大
滝
分
館

　

秩
父
市
大
滝
９
４
５

　

☎
55―

０
０
３
３

１ 火 17 木
２ 水 18 金
３ 木 吉・大 19 土 大
４ 金 20 日 大
５ 土 大 21 月 秩・荒・吉
６ 日 大 22 火
７ 月 秩・荒・吉 23 水 吉・大
８ 火 24 木
９ 水 25 金
10 木 26 土 大
11 金 27 日 大
12 土 大 28 月 秩・荒・吉
13 日 大 29 火
14 月 秩・荒・吉 30 水
15 火
16 水

11月
10 月 荒・吉 21 金
11 火 秩 22 土 大
12 水 23 日 荒・大
13 木 24 月 秩・荒・吉
14 金 25 火
15 土 大 26 水
16 日 大 27 木
17 月 秩・荒・吉 28 金 秩
18 火 29 土 大
19 水 30 日 大
20 木 31 月 秩・荒・吉

10月

※秩…秩父図書館
　荒…荒川図書館
　吉…秩父図書館吉田分館
　大…秩父図書館大滝分館

�
10
月
10
日
�
11
月
30
日
�
休
館
日
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※ 骨密度測定の予約は、10月13日㈭から電話で申し込
みを受け付けますが、70人になりましたら終了させ
ていただきます。
※ 駐車場は西小学校北門から入り、校舎裏側をご利用
ください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

● 【両親学級（妊娠前期）】妊娠４か月を過ぎた初

回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへお申し込みください。
●【予防接種】（集団）

※ ＢＣＧを対象月齢内に接種できない方は各保健セ
ンターまでご相談ください。

●【ふたご・みつごの子育ての集い】

　ふたご・みつごの親同士の交流や子育てについて
一緒に考えてみませんか。
対　象　３歳ごろまでのふたご・みつごの親と、ふ
たご・みつごを妊娠中の方

ところ　秩父保健センター

※ 11月10日㈭までに秩父保健センターへ電話でお申
し込みください。当日は保育がありますのでお子
さんと一緒にご参加ください。

●【基本健康診査　秩父地区日程（10月中旬～11月）】

※ 日付の横に「歯」の記載のある日には、歯周疾患
検診もあわせて行います。予約が必要になります
ので、事前にご連絡ください。
※ バスの送迎時刻表については、９月号の市報をご
覧いただくか、秩父保健センターまでご連絡くだ
さい。

● 【健康相談】

と　き　11月30日㈬
　　　　受付13：00～14：00
ところ　秩父保健センター
内　容　 医師による健康相談・血圧測定、尿検査、

体内脂肪測定、保健師・栄養士の相談、歯
科衛生士によるブラッシング指導等

持ち物　 普段使っているハブラシをご持参ください。
※ 事前に予約が必要です。秩父保健センターへ電話
でお申し込みください。

※平成17年度「秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

景品引換券

保健センターまつり

キ

リ

ト

リ

秩父保健センター会場

月　日 受付時間 内　容 対　象

11月10日㈭ 13:00～
14:00 ３歳児健診 平成14年

７月生まれ

11月15日㈫ 13:00～
14:00

乳児（４か月児）
健診

平成17年
６月生まれ

11月16日㈬ 13:00～
14:00

乳児（10か月児）
健診

平成17年
１月生まれ

11月22日㈫ 13:00～
14:00

1歳６か月児
健診

平成16年
４月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

11月４日㈭ ９:30～
10:30

育児相談
身長・体重測定
赤ちゃん体操

乳幼児

月　日 時　間 内容（テーマ）
１
日
目

11月25日㈮ ９:30～12:00
（受付9:15）

・「妊娠中の過ごし方」
・「ママの栄養と食事」

２
日
目

11月29日㈫ 13:30～16:00
（受付13:15）

・歯科保健･歯科健診
・ブラッシング指導

種類 月　日 受付時間 対　象

三種混合 11月２日㈬
12月１日㈭ 13:15～14:30 満３か月～７歳６か月未満

ＢＣＧ 11月９日㈬
12月12日㈪ 13:15～14:30 満３か月～６か月未満

16「保健センターからのお知らせ」は、18ページにもあります。

月　日 時　間 内　容 講　師

11月17日㈭
1日目

13：30～15：30
（受付13：00～）

・ 講話「多胎児の育児に
ついて」　
・座談会など

臨床心理士

11月28日㈪
2日目

10：00～12：00
（受付9：30～）

・ 講話「先輩ママからの
メッセージ」
・座談会など

ツインキッズ
クラブ代表

月　日 会　　　場 対象地区 バス送迎地区
10・12㈬歯 上町街かどギャラリー 上町
10・14㈮ 上町街かどギャラリー 上町
10・20㈭ 大田公民館 太田下・伊古田・品沢 伊古田・品沢
10・21㈮ 大田公民館 太田上・堀切・小柱 堀切・小柱
10・24㈪ 旭町公会堂 旭町

10・26㈬ 秩父保健センター 滝の上町・宮地・相生
町・別所

10・28㈮歯 秩父保健センター 滝の上町・宮地・相生
町・別所 別所

10・29㈯歯 秩父保健センター 市内全域

10・31㈪ 秩父保健センター 金室町・柳田町・永田
町・阿保町・大畑町

11・１㈫ 秩父保健センター 金室町・柳田町・永田
町・阿保町・大畑町



●【予防接種】（個別）

　事前に委託医療機関に予約が必要です。
◎三種混合　満３か月～７歳６か月未満
　原則は集団予防接種ですが、委託医療機関でも受
けられます。
◎麻しん・風しん　満１歳～７歳６か月未満
※平成18年４月１日より、下記のとおり変更となります。
●【予防接種の受け方が変わりました】

　予防接種法改正により、平成17年７月29日から日本
脳炎第３期（中学３年生対象）が廃止に、幼児二種
混合が任意接種のみとなりました。また平成18年４月
１日より、麻しんおよび風しんの予防接種は、混合
ワクチンを用いて次のとおり２回接種となります。
　第１期　生後12か月～生後24か月までの間
　第２期　就学前の１年間
※ 平成18年３月31日までに麻しんまたは風しんワク
チンのいずれかの接種を受けた方は、平成18年４
月１日以降、定期の年齢内であっても第１期およ
び第２期の対象となりませんのでご注意ください。

●【ポリオ予防接種】（集団）

対　象　満３か月～７歳６か月未満

● 秩父市（秩父郡市含）外で予防接種を希望される方へ

　かかりつけ医が他の市町村にいる方や、次に該当
する方は県内の指定された医療機関でも予防接種を
受けられます。
　希望される方は、各保健センターへお問い合わせ
ください。

〈対象となる方〉

◎三種混合・麻しん・風しん・日本脳炎（幼児）
・ 里帰り出産等、実家などで接種を受けたい場合
・ 重症疾患児、超未熟児や先天性免疫不全等で主　
治医が他の市町村にいる場合
・ その他やむをえない事情により接種機会を逃し　
た場合

◎インフルエンザ（高齢者等）
・ 慢性疾患等があり、主治医が住所地外にいる場合
●【胃がん・子宮がん検診】（個別）

　毎月１～７日（土、日、祝日を除く）に各保健セ
ンターで申込みを受け付けています。（胃がん検診・
子宮がん検診それぞれ先着200人）検診料を添えて
お申し込みください。
●【言語リハビリ教室】

※初めての方は各保健センターへお申し込みください。
☆健康カレンダーには11月15日㈫の実施となっていま
　すが、上記の日程に変更となりました。
●【失語症会話パートナーボランティア講座開催のお

　知らせ】

　市では、秩父保健所と共催で失語症会話パートナー
ボランティア講座を下記の内容で開催します。
　現在、ボランティアとして活動している方も含め、
言語リハビリ教室のボランティアに興味のある方は、
ぜひこの機会にご参加ください。
と　き　11月17日㈭
　　　　午前10時～正午、午後１時30分～３時30分
ところ　秩父保健所大会議室
内　容　午前の部　「コミュニケーション障がいとは」
　　　　午後の部　「失語症会話パートナーとは」
　　　　　　　　　「地域リハビリテーションとは」
　　　　　　　　　「ボランティアの心得」
講　師　言語聴覚士　松本多香子氏
参加費　無料
申込み　各保健センターへお申し込みください。
●【保健センターまつり】

と　き　11月13日㈰　
　　　　午前10時～午後３時
ところ　秩父保健センター
内　容　健康相談、歯科相談・講話、薬剤師の講話・
相談、介護相談、栄養相談、試食、鍼灸マッサージ（当
日60人）、アルコールパッチテスト、体脂肪・肺活量・
握力・背筋・血圧・マイクロCOモニター・動脈血酸
素飽和度・ストレス度・ニコチンタール汚染度・上腕
動脈硬度・血糖値測定（無料）、骨密度測定（300円、
要予約）、父親（親子）との遊び方（手遊び・ゲーム）、
スカットボール、味噌おでん、焼芋、作品展示・販売、
バザーなどの各コーナーがあります。その他、右ペー
ジ上の引換券をお持ちの方、先着200人に景品を差し
上げます。

月　日 会　場 受付時間
10月17日㈪
　　27日㈭ 秩父保健センター 13：15～14：30

月　日 会　場 実施時間
10月31日㈪　 荒川保健センター

13：30～15：3011月８日㈫　 秩父保健センター
11月29日㈫☆ 吉田保健センター

保健センターからのお知らせは、18ページにもあります。
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●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　11月21日㈪　10：00～11：30　　＊予約制

●【健康相談】

　11月10日㈭　13：30～15：00　(受付)　

●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方

　11月９日㈬　13：30～15：30　やまなみ会館
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み

● 【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　11月９日㈬　10：30～11：30
　大滝幼稚園

● 【育児相談・健康相談】

　11月１日㈫　13：00～15：00
　大滝総合支所内
　※母子健康手帳・健康手帳を
　　持参してください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

● 【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　10月27日㈭・11月10日㈭　９：30～11：10

● 【健康相談】一般市民　

　10月27日㈭　13：30～15：00　

● 【転倒予防教室】　40歳以上の方

　10月14日㈮・11月11日㈮　13：30～15：30
　荒川公民館
　※健康手帳・屋内用運動靴を持参してください。

（16・17ページからの続きです）

吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、やまなみ会館）

月　日 受付時間 内　容 対　象

11月18日㈮ 13:15～
14:00

1歳6か月児健診
3歳児健診

平成16年
3・4月生まれ
平成14年
6・7月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

11月２日㈬ 10:00～
11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

月　日 受付時間 内　容 対　象

11月24日㈭ 13:00～
16:00

ことばの発達、
発音などに関
する個別相談

ことばの発達、
発音などに心
配のある幼児
とその保護者

大滝保健センターからのお知らせ

荒川保健センター会場（【転倒予防教室】は、荒川公民館）

月　日 受付時間 内　容 対　象

11月１日㈫ 10:00～
11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

月　日 受付時間 内　容 対　象

10月26日㈬ 13:15～
14:00

1歳6か月児健診
3歳児健診

平成16年
2・3月生まれ
平成14年
5・6月生まれ
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無料相談室無料相談室
相談名 相　　談　　日 会　場 相　談　員

法 律

11月１日㈫・17日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

弁護士
11月８日㈫
10時～15時 荒川総合支所

※要電話予約
10月20日㈭　午前９時から電話予約受付　各日先着10人
☎25－5200（直通）

人 権
毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室） 人権擁護委員

10月12日㈬　13時～16時 荒川総合支所

行 政

10月17日㈪
11月21日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
11月７日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
10月17日㈪
11月14日㈪ 荒川総合支所

10月24日㈪
11月28日㈪ 大滝総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 毎週月・水・金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 10月11日㈫・11月８日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 10月19日㈬・11月16日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 10月11日㈫・11月14日㈪
10時～15時 税務相談官

土 地 建 物 10月18日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について 10月27日㈭・11月24日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 10月25日㈫・11月22日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 10月14日㈮・11月11日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民支援課）では、上記の相談日以外でも相談を受け付けます。
※相談日が祝祭日の場合はお休みとなります。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25-5200（直通）☎22-2211内線1322・1323

　

65
歳
以
上
で
一
定
額
以
上
の
老
齢
に

関
す
る
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
年

金
か
ら
介
護
保
険
料
を
天
引
き
（
特
別

徴
収
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と
に
な
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ま
す
。

年
金
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引
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れ
る
方
に
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年

金
振
込
通
知
書
」
で
介
護
保
険
料
額
を

お
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ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
を
受

け
て
い
て
も
年
額
18
万
円
に
満
た
な
い

場
合
や
、
障
害
や
遺
族
に
関
す
る
年
金

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
ず
、
市
役
所
お
よ
び
各
総
合

支
所
に
納
付
書
等
で
直
接
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
金
額
は
、
市
で
決
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
保
険
料
額
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
介
護
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
職
員
ま
た

は
国
民
年
金
推
進
員
が
身
分
証
明
を
携

帯
し
て
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
、
国
民
年

金
制
度
の
ご
案
内
、
届
出
の
相
談
や
保

険
料
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

土
日
や
夜
間
に

お
伺
い
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

埼
玉
社

会
保
険
事
務
局
秩

父
事
務
所

☎
22―

４
４
２
５

国 民 年 金

だ よ り
問い合わせ
●保険年金課国民年金担当 ☎25-5201
●吉田総合支所市民支援課 ☎72-6081
●大滝総合支所市民支援課 ☎55-0863
●荒川総合支所市民支援課 ☎54-2395

65
歳
以
上
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方
は

　

年
金
か
ら

　
「
介
護
保
険
料
」
が

　
　

差
し
引
か
れ
ま
す

社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

月の10・11
相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 毎週月・水・金曜
９時～16時

子育て支援センター
☎22－7282ｆ22－7283

子どもについ
ての心配ごと

毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204（直通）

身体・知的障
がいについて

毎日（日曜・祝日・年末年
始を除く）９時～18時

フレンドリー
☎22－7785（身体障がい）
☎22－7045（知的障がい）
ｆ22－7055土曜　９時～16時

障がい者の
就労・労働

毎日（土・日・祝日を
除く）９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ｆ22－2870

不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　毎日（土・日・
祝日を除く）９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

吉田事務所
☎77－1100

内 職 毎週木曜　９時～17時
ハローワーク秩父
ステーションプラザ
☎24－5222職 業

ハローワーク秩父ステーションプラザ
毎日（土･日･祝日を除く）９時～17時
吉田総合支所
毎月第1･3月曜日 9時～16時

労 働 毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時※電話相談可 北部産業労働センター

秩父支所
☎23－7881夜 間 労 働

（電話相談のみ）
毎週火・木曜
17時～20時

中小企業者
向け金融経営

11/9　13時～16時30分
※前々日までに要予約
会場　歴文館５階第２会議室

商業振興課
☎25－5208（直通）
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚 荒川事務所 11/12
13時～16時

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と
吉田事務所 10/13
原谷公民館 10/20
荒川事務所 10/27
13時～16時
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※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

（
総
合
支
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

問
�
合
�
�　

収
納
課

　

☎
22―

２
２
１
０
（
直
通
）

　

国
税
庁
で
は
、
皆
さ
ん
に
税
の
意
義

や
役
割
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
11
月
11
日
㈮
か
ら
17
日
㈭
ま

で
の
期
間
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と

し
て
、
全
国
的
に
税
に
つ
い
て
の
広
報

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
講
演
会
な
ど
を
実
施
す

る
ほ
か
、
税
に
関
す
る
作
品
展
、
税
の

作
文
や
標
語
の
入
選
作
品
の
発
表
と
表

彰
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

問
�
合
�
�　

秩
父
税
務
署

　


22―
４
４
３
３

　

秩
父
税
務
署
で
は
、
新
た
に
消
費
税

の
課
税
事
業
者
に
な
る
方
の
た
め
に
、

消
費
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

消
費
税
の
申
告
に
必
要
な
記
帳
の
仕

方
や
決
算
の
方
法
、
請
求
書
等
の
保
存

方
法
な
ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
税
務
署

　


22―

４
４
３
５

  

関
東
信
越
税
理
士
会
秩
父
支
部
で
は
、

来
年
度
の
消
費
税
申
告
予
定
者
を
対
象

に
個
別
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

10
月
24
日
㈪
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時

�
�
�　

市
民
会
館
４
階
定
峰

対�

象　

平
成
17
年
度
よ
り
消
費
税
の

課
税
事
業
者
と
な
る
と
思
わ
れ
る
個
人

事
業
者
の
方

持
参
�
�
�
�　

平
成
15
年
、
16
年
の

確
定
申
告
書
お
よ
び
決
算
書
の
控
え
等
、

売
上
金
額
お
よ
び
内
容
の
わ
か
る
も
の

問
�
合
�
�　

関
東
信
越
税
理
士
会
秩
父
支

部
事
務
局

24―

７
５
４
０

��

�　

11
月
21
日
㈪
、
22
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら
約
２
時
間

�
�
�　

21
日
は
市
民
会
館
ホ
ー
ル
、

22
日
は
皆
野
町
文
化
会
館
ホ
ー
ル

内�

容　

平
成
17
年
分
源
泉
所
得
税
に

係
る
年
末
調
整
事
務
お
よ
び
法
定
調
書

の
記
載
方
法
な
ど

問
�
合
�
�　

秩
父
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　


22―

４
４
６
２

市�

県�

民�

税�
�

第
�
期
分

国
民
健
康
保
険
税�
�

第
4
期
分

納
期
限
は
10
月
31
日
㈪
で
す
。

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
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し
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い

る
方
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納
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振
り
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え
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預
貯
金
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
振
替
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目
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追
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務
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わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

改
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口
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替
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申
込
み
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り
ま
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で
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く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
、

預
貯
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を
持
参
の

う
え
、
収
納
課
、
各
総
合
支
所
総
務
課

窓
口
ま
た
は
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
毎
月
10
日
ま
で
に
申
込
み

を
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
月
か
ら
振
り
替

え
ま
す
。
そ
れ
以
降
の
方
は
、
翌
月
か

ら
振
り
替
え
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
の
休
日
納
税
窓
口
は
、

30
日
㈰
で
す
。
収
納
課
窓
口
に
お
い
て
、

納
税
と
納
税
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
�
合
�
�　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　


22―

０
６
４
８
（
代
表
）

広告 広告

11
月
11
日
㈮
�
17
日
㈭

�
�

 

税
�
考
�
�
週
間

20

秩
父
税
務
署
�
�
�
�
知
�
�

 

消
費
税
相
談
窓
口
�
開
設

10�

月�

��

納�

税

10
月
19
日
㈬

午
後
１
時
30
分

〜
４
時

道
生
薬
局
前

（
秩
父
郡
市

薬
剤
師
会
）

11
月
７
日
㈪

午
後
１
時
30
分

〜
４
時

ベ
ル
ク
宮
地
店

駐
車
場
（
㈱
ベ

ル
ク
宮
地
店
）

11
月
14
日
㈪

午
前
９
時
45
分

〜
11
時

吉
田
保
健
セ

ン
タ
ー
（
吉

田
献
血
協
会
）

税
理
士
会
�
�
�

�
�

消
費
税
�
無
料
相
談
会

年
末
調
整
説
明
会
�

�
�
�
�

 

開
催
�
�
�

愛
�
献
血
�
�
協
力
�



３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

　

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
と
氏
が
同
じ

　

で
あ
る
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、

　

④
兄
弟
姉
妹

４
．
右
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

　

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５ 

．
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

一
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

三
親
等
内
の
親
族

請
求
期
限　

平
成
20
年
３
月
31
日

請
求
手
続　

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課

問
�
合
�
�　

社
会
福
祉
課

　


22―

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田

72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝

55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川

54―

２
１
１
６
（
直
通
）　

　

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当
の
制
度

改
正
に
よ
り
所
得
制
限
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
埼
玉
県
の
制
度
改

正
に
基
づ
く
も
の
で
、
前
年
度
の
市
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
は
支
給
停
止

と
な
り
ま
す
。

　

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当
の
支
給

対
象
と
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
直
接
通

知
し
ま
す
の
で
、
10
月
31
日
㈪
ま
で
に

通
知
に
同
封
さ
れ
て
い
る
同
意
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

社
会
福
祉
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
６
８

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田

72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝

55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川

54―

２
１
１
６
（
直
通
）

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金

と
し
て
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

　

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な

い
恩
給
欠
格
者
の
方
（
該
当
す
る
遺
族

の
方
を
含
む
）、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以

外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た

方
に
内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
等
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

　

請
求
書
類
は
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

す
で
に
請
求
さ
れ
た
方
は
、
再
度
請
求

さ
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業
特
別
基

金
（

０
１
２
０―

２
３
４―

９
３
３

�
�
�
�
�
�http://w

w
w
.heiw

a.go.jp

）

問
�
合
�
�　

社
会
福
祉
課
援
護
担
当

　


22―

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田

72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝

55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川

54―

２
１
１
６
（
直
通
）

　

犯
罪
被
害
給
付
制
度
と
は
、
人
の
生

命
、
身
体
を
害
す
る
犯
罪
行
為
に
よ
っ

て
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
被
害
者
の
遺
族

や
大
け
が
を
し
た
り
障
が
い
が
残
っ
た

被
害
者
に
対
し
て
、
国
が
一
時
的
に
一

定
の
金
額
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
経
済
的
打
撃
の
緩
和
を
図
ろ
う
と

い
う
制
度
で
す
。

　

給
付
金
に
は
、

○ 

被
害
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
遺
族

に
支
給
さ
れ
る
遺
族
給
付
金

○ 

傷
や
病
気
が
治
っ
て
も
何
ら
か
の
障

が
い
が
残
っ
た
被
害
者
に
支
給
さ
れ

る
障
害
給
付
金

○ 

１
か
月
以
上
の
療
養
を
要
し
、
か
つ
、

そ
の
期
限
内
に
14
日
以
上
入
院
す
る

こ
と
を
要
す
る
傷
や
疾
病
に
係
る
身

体
上
の
被
害
を
受
け
た
被
害
者
に
支

給
さ
れ
る
重
傷
病
給
付
金

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
給
付
金
の
支
給
は
、
被
害

者
の
遺
族
や
被
害
者
本
人
か
ら
の
申
請

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
警
察
本

部
警
務
部
警
務
課
犯
罪
被
害
者
対
策
室

（

０
４
８―

８
３
２―

０
１
１
０
内

線
２
７
０
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
よ

る
心
の
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
に
犯
罪
被
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
専
門
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
電
話
に
よ
る
相
談
に

応
じ
る
ほ
か
、
面
接
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

犯
罪
被
害
�
�
�
�
�
�
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　


０
１
２
０―

３
８
１―

８
５
８

　

ま
た
、（
社
）
埼
玉
犯
罪
被
害
者
援

助
セ
ン
タ
ー
で
も
、
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。（

０
４
８

―

８
３
４―

８
０
８
０
）

　

平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に
発
行
し

た
古
い
清
掃
券
は
、
10
月
1
日
か
ら
く

み
取
り
の
際
に
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
お
手
元
に
古
い
清
掃
券
を
お
持

ち
の
方
は
、
左
記
の
窓
口
で
交
換
し
て

く
だ
さ
い
。（
吉
田
地
区
は
除
く
）

問
�
合
�
�　

生
活
衛
生
課

　


25―

５
２
０
２
（
直
通
）

　

大
滝
総
合
支
所
市
民
支
援
課　

　


55―

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　


54―

２
３
９
５
（
直
通
）

市報ちちぶでは、有料で広告を掲載しています。掲載基準等詳しくは、企画広報課へお問い合わせください。
21

恩
給
欠
格
者

�
�

引
揚
者
�
皆
�
�
�

犯
罪
被
害
給
付
制
度

�
�
�
�

�
�
知
�
�

犯
罪
被
害
者
悩
�
相
談

在
宅
重
度

�

心
身
障
害
者
手
当
�

�
�
�
�
�

制
度
改
正

戦
没
者
等
�
�
遺
族
�

�
�
�
�
�

皆
�
�
�

―

特
別
弔
慰
金
�
支
給
�
�
�
�―

古
�
清
掃
券
�

交
換
�
�
�
�
�
�



電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※ 

当
日
会
場
で
の
受
付
も
あ
り
ま
す
が
、

事
前
申
込
者
を
優
先
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

埼
玉
労
働
局
安
全
衛
生
課

　

☎
０
４
８―

６
０
０―

６
２
０
６

　

ｆ

０
４
８―

６
０
０―

６
２
２
６

　
（
社
）
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
そ
の
ご
家
族
な
ど
の

方
か
ら
の
生
活
上
の
悩
み
や
困
り
ご
と

に
対
し
て
、
専
任
の
相
談
員
や
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
が
、
次

の
と
お
り
相
談
（
電
話
、
来
所
、
必
要

に
よ
り
訪
問
）
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
相
談　

月
〜
土
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
祝
日
年
末
年

始
を
除
く
）

法
律
相
談
（
予
約
制
）　

水
・
金
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

年
金
相
談　

第
１
・
３
・
５
水
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

主
�
相
談
内
容

①
日
常
生
活
全
般
に
つ
い
て

②
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

③
財
産
管
理
や
相
続
に
つ
い
て

④ 

消
費
者
金
融
、
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て

⑤
年
金
・
保
険
に
つ
い
て

費�

用　

無
料

問
�
合
�
�　

埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和

区
針
ヶ
谷
４―

２―

65　

彩
の
国
す
こ

や
か
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
０
４
８―

８
２
２―

１
２
０
４

　

ｆ

０
４
８―

８
２
２―

１
４
０
６

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

soudan@
fukushi-saitam

a.or.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

 http://w
w
w
.fukushi-saitam

a.or.

　

jp/saitam
a06/nayam

i.htm

　

国
土
交
通
省
が
行
う
「
都
市
再
生
街

区
基
本
調
査
」
に
伴
い
、
市
内
の
人
口

が
集
中
し
て
い
る
地
区
の
一
部
を
対
象

と
し
て
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
都
市
部
の
地
籍
調
査
を
推

��

�　

10
月
19
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

�
�
�　

秩
父
郡
市
医
師
会
館
（
熊
木

町
２―
19
）

※ 

秩
父
郡
市
医
師
会
館
の
駐
車
場
の
ほ

か
、
秩
父
公
園
駐
車
場
も
利
用
で
き

ま
す
。（
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。）

対�

象

　

石
綿
業
務
従
事
労
働
者
（
退
職
者
を

含
む
）
と
そ
の
家
族
お
よ
び
住
民

内�

容　

講
演
：
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

医
師
等
�
�
�
相
談
会
：
午
後
２
時
30

分
〜
４
時
30
分

参
加
費　

無
料

申
込
�　

埼
玉
労
働
局
安
全
衛
生
課
に
、

不用品のリサイクルコーナー

譲
り
た
い
物

布オムツ、エレクトーン、茶箱、桐タンス、
フットマッサージャー、医療用ベッド、工
業用ミシン、ベビータンス、茶ダンス、学
習机、スキーセット一式

譲
っ
て
ほ
し
い
物

ミシン、ピアノ、歩行器、卓上ジグザグミシ
ン、スクーター、パソコン、ワープロ、自転車、
ベビーカー、ダブルベッド、エアコン、車イ
ス、エレクトーン、耕運機、桐タンス、チャ
イルドシート、自転車補助イス

登
録
状
況

譲りたい物 11件
譲ってほしい物 17件

（平成17年９月21日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　なお、衣類は取り扱いません。また、有効期間中に「譲
れなくなった」または「譲り受ける必要がなくなった」
という場合は、必ず市民生活課までご連絡ください。

　市では、自分には不用になったが、まだ利用で
きるものなので譲りたい、または、譲ってほしい
という希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料を条件とします。

登録申込み・問い合わせ
　　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

進
す
る
た
め
の
基
本
的
デ
ー
タ
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。作
業
は
身
分
証
明
書
お

よ
び
腕
章
を
携
帯
し
た
者
が
行
い
ま
す
。

実
施
期
間　

10
月
15
日
㈯
〜
平
成
18
年
３

月
31
日
㈮

対
象
区
域　

市
内
Ｄ
Ｉ
Ｄ
地
区

　
　
　
　
（
人
口
集
中
地
区
）

実
施
機
関　

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

問
�
合
�
�　

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
東
日
本
支
社
都
市
再
生
企
画
部　

　

☎
０
３―

５
３
２
３―

２
３
９
２

　

市
役
所
都
市
計
画
課

　

☎
25―

５
２
１
７
（
直
通
）

　

秩
父
観
光
文
化
施
設
連
絡
協
議
会
で

は
、
10
月
14
日
㈮
か
ら
20
日
㈭
ま
で
の

一
週
間
を
「
第
10
回
秩
父
の
文
化
施
設

再
発
見
週
間
」
と
し
て
、
期
間
中
、
次

の
各
施
設
で
い
ろ
い
ろ
な
特
典
・
サ
ー

ビ
ス
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

施
設
名　

秩
父
美
術
館
、
武
甲
酒
造
、

秩
父
ま
つ
り
会
館
、
横
瀬
町
歴
史
民
俗

資
料
館
、
武
甲
山
資
料
館
、
秩
父
神
社
、

や
ま
と
ー
あ
ー
と
み
ゅ
ー
じ
あ
む
、
酒

づ
く
り
の
森
酒
蔵
資
料
館
、
浦
山
ダ
ム

資
料
館
、
秩
父
札
所　

巡
礼
の
や
か
た
、

地
場
産
セ
ン
タ
ー
物
産
館

※ 

な
お
、
施
設
に
よ
り
特
典
・
サ
ー
ビ

ス
内
容
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
観
光
文
化
施
設
連
絡
協

議
会
事
務
局
（
地
場
産
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
25―

０
０
８
８

高
齢
者
�
障
�
�
者

�
�
�
�
相
談

�
権
利
擁
護
相
談
�

22

臨
時
石
綿
健
康
相
談
会
�

開
催
�
�
�

�
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
�

�
伴
�
現
地
調
査
実
施

�
�
知
�
�

第
10
回
秩
父
�
文
化
施
設

再
発
見
週
間



定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
係
員
が
、

市
発
行
の
身
分
証
明
書
を
携
帯
の
う
え

伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
取
り
替
え
が
困
難
と
な
り
ま
す

の
で
、
秩
父
市
指
定
給
水
装
置
工
事
業

者
に
相
談
の
う
え
、
取
り
替
え
や
す
い

状
態
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○ 

建
物
の
増
改
築
で
水
道
メ
ー
タ
ー
が

建
物
の
下
に
あ
る
。

○
建
物
と
塀
の
間
が
狭
く
て
入
れ
な
い
。

○
土
盛
り
な
ど
で
水
道
メ
ー
タ
ー
が
深
い
。

○ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
で
水
道
メ
ー
タ
ー

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
埋
ま
っ
て
い
る
。

�
�
�
�
取
替
�
期
間　

12
月
ま
で

問
�
合
�
�　

水
道
部
工
務
課

　

☎
25―
５
２
２
２
（
直
通
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、毎
年
10
月
を「
労

働
保
険
適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
広

報
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、「
労
災
保
険
」
と
「
雇

用
保
険
」
の
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
し

て
い
る
保
険
制
度
で
す
。

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
の
事
業
の

一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇

用
す
る
事
業
主
は
、
加
入
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
未
加
入
の
事
業
主
の
方
は
、
ぜ

ひ
加
入
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
２
ア

リ
ー
ナ
・
卓
球
室
床
改
修
工
事
お
よ
び

第
１
ア
リ
ー
ナ
床
ウ
レ
タ
ン
塗
装
を
、

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
期
間
中
は
こ

れ
ら
の
施
設
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期�

間

第
�
�
�
�
�
�
卓
球
室
床
改
修
工
事

　

10
月
31
日
㈪
〜
11
月
11
日
㈮

第
�
�
�
�
�
床
�
�
�
�
塗
装

　

11
月
28
日
㈪
〜
12
月
1
日
㈭

※ 

な
お
、
期
間
中
の
そ
の
他
の
施
設
に

つ
い
て
は
通
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま

す
。

問
�
合
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24―

４
０
０
４

　

水
道
部
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ

き
、
一
定
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー

タ
ー
を
無
料
で
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
ご
家
庭
に
は
、
秩
父
市
指

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
、
公
共
職
業
安
定
所
も
し
く
は
、

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
（
☎
０

４
８―

６
０
０―

６
２
０
３
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し
、

次
の
実
施
要
領
の
と
お
り
合
同
の
成
人

式
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
原
則
と
し
て
、
本
年
10
月

31
日
現
在
、
市
内
在
住
で
昭
和
60
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

　

な
お
、
次
の
方
は
届
出
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
と
参
加
で
き
ま
す
。

①
10
月
31
日
以
降
の
転
入
者

② 

市
外
在
住
者
で
家
族
が
市
内
に
居
住

し
、
本
人
が
当
市
出
身
の
方

平
成
18
年
成
人
式
実
施
要
領

��

�　

平
成
18
年
１
月
８
日
㈰
午
前

11
時
開
式
（
受
付
は
10
時
〜
）

�
�
�　

市
民
会
館

�
�
他　

該
当
者
に
は
案
内
状
を
12
月

中
旬
に
送
り
ま
す
。
万
一
、
案
内
状
が

届
か
な
い
時
な
ど
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
市
報

ち
ち
ぶ
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

問
�
合
�
�　

生
涯
学
習
課

　

☎
25―

５
２
２
９
（
直
通
）

教
育
委
員
会
各
事
務
所

　

吉
田
☎
77―

１
１
０
０
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
７
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
８
（
直
通
）

23

成
人
式
�
迎
�
�
方
�

文
化
体
育
�
�
�
�

第
�
�
�
�
�
�
卓
球
室

�
 

床
改
修
工
事
�
�
�

第
�
�
�
�
�

�

 
床
�
�
�
�
塗
装

�
�
知
�
�

一
定
期
間
経
過
�
�

�

水
道
�
�
�
�
�

�
�

無
料
�

取
�
替
�
�
�
�
�

日 月 火 水 木 金 土
10/10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 11/1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19

平日夜間窓口 日曜日窓口 休日窓口

10月13日・27日
11月10日 10月30日 10月30日を除く土・日・祝

17時15分
～19時15分

８時30分
～17時15分 ８時30分～17時15分

市民課、保険年金課、
こども課、収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
② 戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
証明、所得課税証明など税証明の
発行
③転入、転出届等の事務
④納税と納税相談の受付

……などの業務

①戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、印鑑証
明や所得課税証明など
税証明の発行
③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※ 上記の業務以外は行い
ません。

・1110 月の本庁 舎

10
月
�

�

�
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
��
�



※
変
更
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
事
前

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　


22―

３
２
１
５

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
お
よ
び
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
で

は
、
若
い
人
や
フ
リ
ー
タ
ー
等
の
た
め

の
就
職
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

若
年
者
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
、
再
就

職
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
個
別
の
き
め
細

か
な
職
業
相
談
や
職
業
紹
介
、
就
職
活

動
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
り
就
職
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、ニ
ー
ト
※
（
ひ
き
こ
も
り
）

等
来
所
で
き
な
い
人
の
た
め
の
職
業
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※ 

ニ
ー
ト
と
は
働
か
ず
、
学
校
に
も
行

か
ず
、
職
業
訓
練
も
し
な
い
若
者
の

こ
と

問
�
合
�
�　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　


22―

３
２
１
５

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

プ
ラ
ザ

24―

５
２
２
２

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
で
は
、
手
話
協

力
員
を
介
し
て
職
業
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
話
に
よ
る
相
談
日
は
月
１

回
の
た
め
混
み
あ
う
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

相
談
日　

毎
月
第
１
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

と　き ところ 内　容 定員
10/1213:30～16:30 ハローワーク秩父ステーションプラザ 面接対策・就職の心得（演習） 18人
10/1414:00～16:00 ハローワーク秩父 履歴書・職務経歴書の書き方（座学） 30人
10/1713:00～16:00 吉田総合支所 就職を成功させるために（演習） 20人
10/1914:00～16:00 ハローワーク秩父ステーションプラザ 就職を成功させるために（座学） 18人
10/2113:30～16:30 ハローワーク秩父 履歴書・職務経歴書の書き方（演習） 30人
10/2613:30～16:30 ハローワーク秩父ステーションプラザ 就職を成功させるために（演習） 18人
11/２14:00～16:00 ハローワーク秩父ステーションプラザ 履歴書・職務経歴書の書き方（座学） 18人
11/７14:00～16:00 吉田総合支所 履歴書・職務経歴書の書き方（座学） 20人
11/９13:30～16:30 ハローワーク秩父ステーションプラザ 履歴書・職務経歴書の書き方（演習） 18人
11/1114:00～16:00 ハローワーク秩父 就職を成功させるために（座学） 30人

※ 

定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申 

込
�　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

24―

５
２
２
２

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　


22―

３
２
１
５

　

現
在
職
業
相
談
と
求
職
活
動
支
援
セ

ミ
ナ
ー
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
西
秩
父
地
域

を
対
象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
の
協
力

の
も
と
10
月
か
ら
毎
月
２
回
吉
田
総
合

支
所
で
も
行
い
ま
す
。

　

き
め
こ
ま
や
か
な
職
業
相
談
を
受
け

た
り
、
効
果
的
な
履
歴
書
の
書
き
方
や

面
接
の
受
け
方
な
ど
就
職
に
役
立
つ
い

ろ
い
ろ
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

習
得
で
き
ま
す
。
雇
用
保
険
を
受
給
し

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
の
相
談
、

セ
ミ
ナ
ー
出
席
が
求
職
活
動
の
実
績
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

職
業
相
談　

毎
月
第
１
、
第
３
月
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

求
職
活
動
支
援
�
�
�
�　

座
学
�
�
�　

毎
月
第
１
月
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

演
習
�
�
�　

毎
月
第
３
月
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

※
な
お
、
休
祝
日
な
ど
の
場
合
は
日
程

　

に
変
更
が
あ
り
ま
す
。

定�

員�

20
人　

問
�
合
�
�　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

プ
ラ
ザ

24―
５
２
２
２

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　


22―

３
２
１
５

　

市
役
所
工
業
振
興
課

　


22―

３
４
２
８
（
直
通
）　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
で
は
、
就
職
を

希
望
す
る
「
対
象
労
働
者
」
を
対
象
と

し
た
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
雇
用
�
特
徴

・ 

対
象
労
働
者
を
短
期
間
（
原
則
３
か

月
）
試
行
的
に
雇
い
、
適
正
や
業
務

遂
行
能
力
を
見
極
め
、
本
採
用
す
る

か
ど
う
か
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

試
行
期
間
中
企
業
と
労
働
者
相
互
理

解
を
深
め
、
そ
の
後
の
雇
用
の
き
っ

か
け
作
り
が
計
れ
ま
す
。

・ 

雇
用
主
に
対
し
奨
励
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。（
月
額
５
万
円
、
最
大
３
か

月
間
）

・ 

対
象
労
働
者
に
と
っ
て
も
希
望
す
る

求
人
へ
の
就
職
の
可
能
性
が
拡
大
し
、

仕
事
上
の
実
務
能
力
も
向
上
す
る
と

と
も
に
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
中
の
努

力
に
よ
り
本
採
用
へ
の
道
が
開
け
ま

す
。

�
対
象
労
働
者
�
�

・
45
歳
以
上
65
歳
未
満
の
中
高
年
齢
者

・ 

35
歳
未
満
の
若
年
者

・ 

母
子
家
庭
の
母
等

・ 

障
が
い
を
も
つ
方

・ 

日
雇
労
働
者

　

そ
の
他
、
要
件
等
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
秩
父
（

22―

３
２
１
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

24

若
�
人
�

就
職
活
動
�
支
援
�
�
�

手
話
�

�

職
業
相
談
�
�
�
�
�

10
�
11
月
�

求
職
活
動
支
援
�
�
�
�

吉
田
総
合
支
所
�

�

職
業
相
談
�

�

求
職
活
動
支
援
�
�
�
�

�
�
�

�
始
�
�
�
�

�
存
知
�
�
�

�

�
�
�
�
�
雇
用
事
業



コ
ー
ナ
ー
や
福
祉
施
設
・
団
体
等
と
の

面
接
の
場
を
提
供
し
、
就
職
活
動
の
支

援
と
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
、「
福
祉
の
就
職
総
合

フ
ェ
ア
２
０
０
５
in
さ
い
た
ま
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

��

�　

11
月
27
日
㈰
午
後
０
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
受
付
は
正
午
か
ら
）

�
�
�　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
地
下

展
示
場

対�

象　

福
祉
の
仕
事
へ
の
就
職
希
望

者
（
介
護
職
・
看
護
職
・
事
務
職
等
）

内�

容　

求
人
施
設
・
団
体
と
の
個
別

面
談
会
、
資
格
取
得
相
談
な
ど

参
加
費　

無
料

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問
�
合
�
�　

埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
研
修
・
人
材
セ
ン
タ
ー

　


０
４
８―

８
３
３―

８
０
３
３

　

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

11
月
14
日
㈪
午
後
１
時
〜
３

時
30
分（
受
付
は
午
後
0
時
45
分
か
ら
）

�
�
�　

福
祉
女
性
会
館

参
加
企
業　

10
社
程
度
（
予
定
）

※ 

事
前
に
職
業
安
定
所
で
求
職
登
録
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
駐
車

場
が
狭
い
た
め
公
共
交
通
機
関
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

秩
父
公
共
職
業
安
定
所

　


22―

３
２
１
５

　

埼
玉
県
最
低
賃
金
が
、
平
成
17
年
10

月
1
日
か
ら
�
時
間
額
�
�
�
円
�
と

な
り
ま
し
た
。
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、

県
内
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、「
非
金
属
製
造
業
」「
電
気
機

械
器
具
製
造
業
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造

業
」「
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
」「
光

学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
時
計
・
同
部

品
製
造
業
」「
各
種
商
品
小
売
業
」「
自

動
車
小
売
業
」
に
つ
い
て
は
、
別
途
産

業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
、

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

　

埼
玉
労
働
局
賃
金
室

　


０
４
８―

６
０
０―

６
２
０
５

　

秩
父
労
働
基
準
監
督
署

　


22―

３
７
２
５

　

福
祉
の
職
場
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
人
、

福
祉
分
野
の
仕
事

に
関
心
が
あ
る
人
を

対
象
に
、
福
祉
の
仕

事
に
係
る
各
種
相
談

住
宅
名　

吉
田
塚
越

募
集
戸
数　

４
戸

家�

賃

　

１
６
，
１
０
０
円
〜
３
５
，
３
０
０
円

間
取
�　

３
Ｄ
Ｋ

申
込
資
格

①
原
則
と
し
て
同
居
か
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
県
内
在
住
か
在
勤
で
あ
る
こ
と
。

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と
。

⑤
県
民
税
、
市
町
村
民
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と
。

募
集
案
内
�
申
込
書
�
�
配
布

　

市
役
所
建
築
住
宅
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
地
域
整
備
課
、
埼
玉
県
住
宅
供
給

公
社
と
各
支
所
、
県
住
宅
課
、
秩
父
地

域
創
造
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間　

10
月
17
日
㈪
か
ら
空
家
が
な

く
な
る
ま
で

問
�
合
�
�　

埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
管
理

課

０
４
８―

８
２
９―

２
８
７
５

　

市
立
保
育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士

（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

資�

格　

保
育
士
登
録
を
受
け
た
方
ま

た
は
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
予
定
の
方

勤
務
条
件　

１
日
８
時
間
週
40
時
間
勤
務

募
集
人
員　

若
干
名

問
�
合
�
�　

こ
ど
も
課

　


25―

５
２
０
６
（
直
通
）

①
自
称
�
�
�
打
�
名
人
�
募
集

　

荒
川
新
そ
ば
ま
つ
り
の
そ
ば
打
ち
や

配
膳
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

��

�　

11
月
19
日
㈯
午
前
８
時
〜
午

後
３
時
（
そ
ば
打
ち
）、
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
食
べ
放
題
処
配
膳
）

�
�
�　

荒
川
総
合
運
動
公
園
体
育
館

募
集
対
象　

成
人
男
女

②
特
産
品
販
売
処
出
展
者
募
集

��

�　

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

�
�
�　

荒
川
総
合
運
動
公
園
特
設
会
場

対�

象　

秩
父
の
特
産
を
販
売
す
る
事

業
者

参
加
費　

３
，
０
０
０
円

定�

員　

10
事
業
者
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

※ 

申
込
み
多
数
の
場
合
、
出
展
品
目
に

よ
り
考
慮
し
ま
す
。

申
込
�　

①
②
と
も
に
、
10
月
21
日
㈮

午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話
で
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

荒
川
そ
ば
の
里
づ
く
り
連
絡

協
議
会
（
荒
川
村
商
工
会
内
）

　


54―

１
０
５
９　

25

�
�
�
�
�
�
�

今
年
�
最
賃
�
�
�
�
�
�

埼
玉
県
最
低
賃
金

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

第
12
回
荒
川
新
�
�
�
�
�

埼
玉
県
営
住
宅
�入

居
者
募
集

福
祉
�
就
職

 

総
合
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

in
�
�
�
�

�
�
�
障
�
�
者

�

合
同
面
接
会
�
�
知
�
�

保
育
士
�
臨
時
�募
集



��

�　

11
月
16
日
㈬
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
（
吉
田
総
合
支
所
集
合
）

�
�
�　

吉
田
芋
加
工
場
、
石
間
交
流

学
習
館
、
水
車
小
屋

内�

容　

午
前
：
干
し
芋
作
り
、
午

後
：
そ
ば
挽
・
そ
ば
が
き
作
り

対�

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
方

費�

用　

２
，
５
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
土
産
・
保
険
代

含
む
）

定�

員　

30
人
（
応
募
者
が
10
人
に
満

た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。）

申
込
�　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
10
月
31
日
㈪

ま
で
に
吉
田
総
合
支
所
（
〒
３
６
９―

１
５
９
２　

下
吉
田
６
５
８
５―

２


72―

６
０
８
３
Ｆ

77―

１
５
２
９
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

演
歌
や
昔
懐

か
し
い
歌
謡
曲

に
合
わ
せ
て
、

楽
し
く
身
体
を

動
か
す
リ
ズ
ム

体
操
教
室
を
行

い
ま
す
。

��

�　

11
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、

12
月
8
日
、
15
日
、
22
日
の
木
曜
日
、

午
後
１
時
〜
２
時
（
全
６
回
）

対�

象　

成
人
男
女
（
運
動
不
足
の
方
、

肩
こ
り
や
腰
痛
で
お
悩
み
の
方
、
初
心

者
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

�
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

定�

員　

25
人

申
込
�　

10
月
24
日
㈪
〜
31
日
㈪
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
受
け
付
け
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※ 

電
話
や
本
人
以
外
に
よ
る
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
休
館
日
は
火

曜
日
で
す
。

※ 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
ビ
ギ
ナ
ー
講
習

を
受
け
て
い
な
い
方
は
事
前
に
講
習

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　


24―

４
０
０
４

��

�　

第
１
・
２
・
３
水
曜
日

　
（
Ａ
）　

午
前
10
時
〜
正
午

　
（
Ｂ
）　

午
後
１
時
〜
３
時

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
和
室

対�

象　

一
般
成
人

募
集
人
員　
（
Ａ
）　

５
人

　
　
　
　
（
Ｂ
）　

３
人

参
加
費　

月
３
，
０
０
０
円

申
込
�　

参
加
費
を
添
え
て
、
歴
史
文

化
伝
承
館
１
階
事
務
室
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

中
央
公
民
館

　


22―

０
４
２
０

　

あ
な
た
の
五
感
で
秋
の
銘
仙
館
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

開
催
の
両
日
、
先
着
１
０
０
名
様
と

着
物
で
お
越
し
の
方
に
銘
仙
グ
ッ
ズ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

��

�　

10
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　

両
日
入
館
無
料

�
�
�　

ち
ち
ぶ
銘
仙
館
（
熊
木
町
）

主
�
内
容

秩
父
�
�
�
�
大
掘
�
出
�
市

　

銘
仙
、
縞
、
無
地
、
各
種
は
ぎ
れ
、

シ
ョ
ー
ル
、
小
物
な
ど
掘
り
出
し
物
が

い
っ
ぱ
い
（
両
日
開
催
）

銘
仙
茶
会
�
野
点
�

　

両
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

秩
父
高
校
筝
曲
部
琴
�
演
奏
会　

　

両
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
の
間
随

時
（
秩
父
銘
仙
を
着
て
演
奏
し
ま
す
。）

繭
�
�
�
�
�
教
室

　

繭
人
形
つ
く
り
・
繭
の
糸
取
り
実
演

染
�
織
�
体
験

　

藍
染
・
手
織
り
体
験

�
�
�
捺
染
�
実
演
�
体
験
�
花
日
記
�

　

伝
統
工
芸
士
に
よ
る
伝
統
の
技
の
実

演※ 

開
催
期
間
中
当
館
敷
地
内
の
駐
車
場

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

ち
ち
ぶ
銘
仙
館

　


22―

４
１
１
２　

市
場
と
消
費
者

と
の
交
流
事
業
と

し
て
、
青
果
物
や

水
産
物
等
の
販
売

を
は
じ
め
、「
米

の
計
量
ゲ
ー
ム
」

な
ど
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
行
楽
渋
滞
回
避
の
た
め
、
な

る
べ
く
高
篠
方
面
か
ら
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

��

�　

11
月
13
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

�
�
�　

秩
父
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

　
　
　
　
（
大
野
原
１
３
０
）

問
�
合
�
�　

秩
父
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

　


23―

７
１
１
５

�
干
�
芋
作
�
体
験
�

�
�
挽
�
�
�
施
設
見
学
�

参
加
者
募
集

26

文
化
体
育
�
�
�
�

�

�
�
�
体
操
教
室

�
�
�
�
�

参
加
者
募
集

�
茶
道
�
�
�
�

�
�
�

受
講
生
追
加
募
集

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

�
�

秋
�
銘
仙
館
�
�
�

琴の音をバックに伝統技術や
野点をお楽しみください

第
12
回

�
�

�
�
�
市
場
感
謝
祭



　

埼
玉
県
指
定

有
形
民
俗
文
化

財
「
萩
平
歌
舞

伎
舞
台
」
に
お

い
て
、
伝
統
の

秩
父
歌
舞
伎
が

上
演
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
合
併

秩
父
市
の
誕
生

を
記
念
し
て
、

吉
田
・
大
滝
・

荒
川
各
地
区
の
伝
統
芸
能
の
公
演
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

��

�　

10
月
29
日
㈯
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　

30
日
㈰
午
前
10
時

�
�
�　

下
寺
尾
（
萩
平
諏
訪
神
社
境

内
）
萩
平
歌
舞
伎
舞
台

出
演
�
題
目

○
尾
田
蒔
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

　
　

白
浪
五
人
男
（
29
・
30
日
）

○
秩
父
寺
尾
地
区

　
　

秩
父
屋
台
囃
子
（
29
・
30
日
）

○
大
滝
中
学
校
生
徒

　
　

三
峯
神
代
神
楽
（
29
日
）

○
吉
田
久
長
地
区

　
　

久
長
の
獅
子
舞
（
29
日
）

○
荒
川
白
久
地
区

　
　

白
久
の
串
人
形
（
30
日
）

○
秩
父
歌
舞
伎
正
和
会

　
（
29
日
）

　
　

吉
例
曽
我
対
面

徒
歩
約
３
時
間
30
分
）

宗
四
郎
山
登
山

��

�　

10
月
30
日
㈰
午
前
９
時
ふ
れ

あ
い
の
森
森
林
科
学
館
集
合

�
�
�　

中
津
川
（
山
吹
ト
ン
ネ
ル
〜

宗
四
郎
山
、
徒
歩
約
３
時
間
30
分
）

参
加
費　

各
回
１
人
３
，０
０
０
円（
保

険
料
含
む
、
昼
食
代
別
）

募
集
人
員　

各
回
10
人

持
�
物　

昼
食
、飲
み
物
、雨
具
等
（
安

全
に
登
山
で
き
る
服
装
、
靴
）

申
込
�　

電
話
で
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の

森
管
理
事
務
所
（

56―

０
０
２
６
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
と
秩
父
の
再
発
見
の
た

め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
！　

今
回
は
、
荒
川
に
沿
っ
た
、
い

に
し
え
の
道
と
江
戸
時
代
の
主
要
道

「
秩
父
往
還
」
を
辿
る
コ
ー
ス
を
地
元

の
観
光
ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞
き
な
が
ら

散
策
し
ま
す
。

��

�　

10
月
23
日
㈰
午
前
９
時

西
武
秩
父
駅
前
集
合
（
雨
天
中
止
）

�
�
�　

秩
父
往
還
�
平
安
�
道

　

西
武
秩
父
駅
前
↓
道
路
原
標
↓
忍

藩
秩
父
御
陣
屋
跡
↓
三
階
松
本
↓
金
仙

寺
↓
滝
坂
↓
地
蔵
院
跡
↓
本
町
ギ
ャ
ラ

リ
ー（
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
後
解
散
予
定
）

歩
行
時
間
約
２
時
間
（
見
学
の
時
間
等

は
含
み
ま
せ
ん
。）

定�

員　

50
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
・
ガ
イ

ド
ほ
か
）

申
込
�　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り

工
房

23―

１
０
０
２

　

旧
秩
父
往
還
に
唯
一
残
る
家
並
み
の

素
朴
で
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る

贄
川
宿
の
縁
側
を
舞
台
に
、
今
年
も
秋

の
縁
側
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
縁
側
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
絵

画
・
写
真
や
陶
芸
な
ど
芸
術
を
身
近
に

感
じ
な
が
ら
、
抹
茶
（
野
点
）・
子
供

屋
台
囃
子
・
箏
曲
演
奏
等
が
行
わ
れ
ま

す
。

��

�　

11
月
12
日
㈯
正
午
〜
午
後
４

時
、
13
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

�
�
�　

荒
川
贄
川
（
三
峰
口
駅
下
車

徒
歩
12
分
）

問
�
合
�
�

　

贄
川
宿
保
存
会

54―

１
４
６
５　

　

木
亭

22―

４
３
８
８

　

荒
川
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　


54―

２
１
１
４
（
直
通
）

　
　

工
藤
館
之
場

　
（
30
日
）

　
　

寿
三
番
叟

　
　

菅
原
伝
授
手
習
鑑

　
　
　

寺
子
屋
之
場

入
場
料　

無
料

問
�
合
�
�　

文
化
財
保
護
課

　


22―

２
４
８
１
（
直
通
）

��

�　

11
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午（
小
雨
決
行
）

集�

合　

大
野
原
駅
前

対�

象　

県
内
在
住
の
人

�
�
�　

札
所
19
番
か
ら
22
番
を
江
戸

巡
礼
古
道
を
通
っ
て
、地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り
巡
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

定�

員　

50
人
（
申
込
み
順
）

持
�
物　

雨
具
、
筆
記
用
具
等

申
込
�　

10
月
31
日
㈪
ま
で
に
、
参
加

者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
秩

父
県
土
整
備
事
務
所　

尾
城
・
小
暮（


22―

３
７
１
５
Ｆ

21―

１
２
７
０
）
へ
。

※
受
付
時
間
は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除

　

く
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

赤
岩
峠
紅
葉
観
察
�
�
�
�
�
�

��

�　

10
月
29
日
㈯
午
前
９
時
ふ
れ

あ
い
の
森
森
林
科
学
館（
中
津
川
）集
合

�
�
�　

中
津
川
（
小
倉
沢
〜
赤
岩
峠
、

27

秩
父
�
道
�
探
検
隊

江
戸
巡
礼
古
道
�
訪
�
�

第
�
回萩

平
歌
舞
伎
舞
台

歌
舞
伎
公
演

第
16
回
秋
�
縁
側
展

地
元
�
案
内
人
�
行
�

�
�
�

中
津
川
�
紅
葉

�
�
�
散
策
小
径

�
�
�

�
�
�
�
�
�

紅葉まっさかりの山間の展覧会に
出かけてみてはいかがですか

平成17年　勤労青少年の標語
「チャンスは無限！　自分らしく　日々トライ」



　

魅
力
に
あ
ふ
れ
た
、
新
「
秩
父
市
」

を
多
く
の
市
民
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
回
は
「
秩
父
往
還
み
ど
こ

ろ
巡
り
」
と
題
し
て
魅
力
発
見
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

��

�　

11
月
13
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

午
前
９
時
市
役
所
集
合
、
午
後
４
時
市

役
所
解
散
予
定　

�
�
�　

栃
本
関
所
跡
（
大
滝
）
↓
麻

生
加
番
所
跡
（
大
滝
）
↓
大
達
原
高
札

場
（
大
滝
）
…
手
掘
り
ト
ン
ネ
ル
（
大

滝
）
…
旧
光
岩
小
学
校
（
大
滝
）
↓
贄

川
宿
縁
側
展
（
荒
川
）
↓
白
久
鉱
泉
郷

（
入
浴
）

※ 

な
お
、
今
回
は
古
道
を
実
際
に
約
１

時
間
ほ
ど
歩
き
ま
す
の
で
、
動
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

定�

員　

25
人（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
１
台
）

参
加
費　

２
，
５
０
０
円
（
保
険
料
・

昼
食
代
・
入
浴
料
ほ
か
）

申
込
�　

観
光
振
興
課

　


25―

５
２
０
９
（
直
通
）

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

吉
田

72―

６
０
８
３
（
直
通
）

　

大
滝

55―

０
８
６
２
（
直
通
）

　

荒
川

54―

２
１
１
４
（
直
通
）

　

新
秩
父
市
誕
生
を
記
念
し
て
行
う

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
す
。
深
秋
の

ミ
ュ
ー
ズ
の
森
で
爽
や
か
な
汗
を
流
し

ま
せ
ん
か
。

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

��

�　

11
月
20
日
㈰　

�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森

受�

付　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

�
�
�　

ス
カ
イ
ロ
ー
ド
・
ゴ
ル
フ
場

内
な
ど

�
�
�
�
�
�　

開
会
式
９
時
30
分
、
ス
タ
ー

ト
�
�･

�
km
�
10
時
、�
�
km
�
10
時

20
分
、�
10
km
�
11
時

種�

目　

�
�
�
km
�
部　

小
学
生
男
女

�
km
�
部　
　
　

中
学
生
男
女

10
km
�
部　

一
般
男
女
、
高
校
生
男
女

参
加
費　

小
学
生　
　
　

３
０
０
円

中
学
生　
　
　

５
０
０
円

高
校
生　

１
，
０
０
０
円

一　

般　

２
，
０
０
０
円

表�

彰　

各
部
門
１
〜
３
位
ま
で
賞

状
・
記
念
品
、
４
〜
６
位
ま
で
賞
状
、

全
員
に
参
加
賞
あ
り
。

申
込
�　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
に
申
込
用

紙
（
郵
便
振
替
）
が
あ
り
ま
す
。

※
10
月
31
日
㈪
消
印
有
効

問
�
合
�
�　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　


25―

５
２
３
０
（
直
通
）

��

�　

11
月
６
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
雨
天
の
場
合
は
11
月
13
日
㈰

に
延
期
）

�
�
�　

秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
道
の
駅
ち
ち
ぶ
・
花
ま
つ
り

の
森
駐
車
場
隣
）

出
店
数　

１
２
０
店
舗
を
予
定

　

１
区
画
の
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
、
ゆ
っ

く
り
と
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ん

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

駐
車
場　

下
記
会
場
案
内
図
の
と
お
り

※ 
大
野
原
方
面
よ
り
お
い
で
の
方
は
、

陸
橋
手
前
導
入
路
、
横
瀬
・
影
森
方

面
か
ら
お
い
で
の
方
は
、
南
門
導
入

路
よ
り
駐
車
場
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

お
帰
り
の
際
も
同
様
に
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
駐
車
場
お
よ
び
会
場
内

に
お
け
る
事
故
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会

で
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実

行
委
員
会
事
務
局　

有
隣
興
業
㈱

　


22―

０
２
１
０

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　


25―

５
２
０
２
（
直
通
）

��

�　

10
月
29
日
㈯
、
11
月
26
日
㈯
、

平
成
18
年
３
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
雨
天
中
止
）

�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
プ
ー
ル
サ
イ
ド
周
辺
特
設
会
場

問
�
合
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森

22―

８
１
１
１　

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。

�

新
�
秩
父
市
�

�
�

魅
力
発
見
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

28

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

第
�
回
�
�
�
�
�
森

 

�
�
�
�
�

�

 

�
�
�
�
�
�
大
会

�
�
�
�

in CHICHIBU
栃本関所跡（大滝）

�
来
場
者
�
皆
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

 

開
催
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
知
�
�

森
�
市
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
開
催
�
�
�

140

299

陸橋手前
導入路

警察

ガーデニング
レストラン
花まつりの森

秩父神社へ
陸橋

秩父神社へ
荒川方面

横瀬方面

道の駅
ちちぶ

受付

導入路

南門 太平洋セメント㈱　構内

Ｐ５

Ｐ３

Ｐ４
Ｐ２

Ｐ１

フリーマーケット
会場

※入退場には、くれぐれもご注意ください。
※事務局・係員の指示をお守りいただきますよう、お願いします。



　

健
康
づ
く
り
と
地
域
的
な
交
流
と
親

睦
を
深
め
、
楽
し
く
の
び
の
び
と
秋
の

さ
わ
や
か
な
日
ざ
し
を
全
身
に
受
け
て

思
い
き
り
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
り
走
っ
た

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

伝
統
あ
る
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の

大
会
に
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

��

�　

11
月
３
日
㈭ 

�
�
�　

別
所
運
動
公
園

�
�
�　

10
人
以
上
で
編
成
し
て
く
だ

さ
い
。

参
加
費　

１
人
３
０
０
円

申
込
�　

10
月
25
日
㈫
ま
で
に
、
秩
父

市
女
性
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
連
盟
会

長
浜
義
一
宅
　
　
　
　
　
　

へ
。

　

慶
應
義
塾
大
学

野
球
部
に
よ
る
野

球
の
基
本
的
な
技

術
指
導
を
行
い
ま

す
。

��

�　

11
月
６

日
㈰
午
前
８
時
30

分
集
合
、
９
時
開
講
式

�
�
�　

秩
父
第
一
中
学
校
校
庭
（
雨

天
の
場
合
は
同
校
体
育
館
）

講�

師　

慶
應
義
塾
大
学
野
球
部

参
加
選
手　

連
盟
学
童
の
部
登
録
チ
ー
ム
、

郡
市
内
中
学
校
お
よ
び
高
校
の
各
野
球

対�

象　

成
人
男
女

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定�

員　

20
人

講�

師　

秩
父
市
水
泳
連
盟
指
導
員

申
込
�　

い
ず
れ
の
教
室
も
10
月
15
日

㈯
か
ら
27
日
㈭
ま
で
に
、
参
加
費
を
添

え
て
温
水
プ
ー
ル
窓
口
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

 

温
水
プ
ー
ル

　


22―

７
４
１
１

　

親
子
で
体
操
や
か
け
っ
こ
を
し
て
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？

��

�　

11
月
11
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

�
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

対�

象　

幼
稚
園
入
園
前
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者

申
込
�　

10
月
17
日
㈪
か
ら
31
日
㈪
ま

で
に
、
中
村
児
童
館
ま
た
は
宮
地
児
童

館
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

※ 

参
加
者
は
、
上
履
き
（
ま
た
は
新
し

い
靴
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�

　

中
村
児
童
館

22―

０
７
１
３

　

宮
地
児
童
館

24―

１
７
０
０　

　

乳
幼
児
（
主
に
０
歳
か
ら
３
歳
児
）

が
親
子
で
楽
し
く
遊
べ
る
広
場
を
、
開

設
し
て
い
ま
す
。

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日

※ 

11
月
３
日
㈭
、
５
日
㈯
は
お
休
み
し
、

振
替
日
と
し
て
11
月
４
日
㈮
、
７
日

㈪
に
開
催
し
ま
す
。

開
催
時
間

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

�
�
�
�　

　

土
曜
日
の
午
後
に
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
行
い
ま
す
。（
０
、
１
歳
の
お
子

さ
ん
と
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
を
対
象
に
、

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
く
学
び

ま
す
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
興
味
の

あ
る
方
も
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
10
月
15
日
㈯
に
は
、
親
子
運

動
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

（
午
後
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
行
い

ま
せ
ん
。）

会�

場　

秩
父
幼
稚
園
ホ
ー
ル
（
秩
父

幼
稚
園
へ
は
、
慈
眼
寺
境
内
側
の
入
り

口
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。）

参
加
費　

無
料

＊ 

こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局

　


22―

７
８
６
６

部
選
手
。そ
の
他
一
般
、学
童
等
は
見
学
。

問
�
合
�
�　

秩
父
野
球
連
盟
副
会
長　

　

飯
塚
清
治
宅

23―

０
８
７
３

��

�　

10
月
23
日
㈰
・
30
日
㈰
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
、
10
月
28
日
㈮
午
後

７
時
〜
８
時
30
分
（
計
３
日
間
）

�
�
�　

西
小
学
校
体
育
館

対�

象　

小
学
生
以
上
の
男
女

内�

容　

や
さ
し
い
護
身
術
ほ
か

参
加
費　

高
校
生
以
上
１
，
５
０
０
円
、

中
学
生
以
下
５
０
０
円
（
保
険
料
）

服�

装　

運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
�　

当
日
会
場
に
て
受
付

問
�
合
�
�　

秩
父
市
空
手
道
連
盟　

　
�
�
�
�
�
�
教
室

��

�　

10
月
28
日
〜
11
月
18
日
の
毎

週
金
曜
日
（
全
４
回
）、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

内�

容　

軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
と
水

中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体
操

対�

象　

成
人
男
女

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定�

員　

30
人

講�

師　

東
京
体
育
機
器
㈱
指
導
員

水
中
歩
行
教
室

��

�　

10
月
28
日
〜
11
月
25
日
の
毎

週
金
曜
日
（
全
５
回
）、
午
前
10
時
〜

正
午

内�

容　

水
中
歩
行
運
動
と
水
慣
れ

秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。
29

親
子
�
遊
�
�
�
�
�
広
場

集
�
�
乳
幼
児
�

第
55
回

�

女
性
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
秋
季
大
会

第
26
回�

少
年
野
球
教
室

空
手
道
初
心
者
教
室

温
水
�
�
�
教
室

�
�
�
�

�
�
知
�
�

中
村
児
童
館
�

宮
地
児
童
館

�
�
�
�

合
同
運
動
会



　

こ
れ
か

ら
の
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
あ

り
方
な
ど
、

豊
か
な
学
識

と
経
験
を
踏
ま
え
た
樋
口
恵
子
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

11
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
３
時

�
�
�　

市
民
会
館
３
階
第
１
会
議
室

�
�
�　

｢

こ
れ
か
ら
の
女
と
男
の
い

い
関
係｣

参
加
費　

無
料

　

当
日
正
午
か
ら
、
ち
ち
ぶ
共
同
参
画

協
議
会
各
団
体
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※ 

保
育
（
２
歳
以
上
就
学
前
ま
で
）
を

希
望
す
る
方
は
、
10
月
31
日
㈪
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

市
民
生
活
課

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

　

最
近
の
多
様
化
す
る
悪
質
商
法
に
つ

い
て
、
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
こ
の
講
演
を
通
し
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？　

��

�　

11
月
16
日
㈬

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時

�
�
�　

吉
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
�
�　
「
悪
質
商
法
の
被
害
現
状
と

そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
」

講�

師　

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　

伊
早
坂
玲
子
氏

参
加
費　

無
料

問
�
合
�
�　

市
民
生
活
課

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

��

�　

11
月
５
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

�
�
�　

福
祉
女
性
会
館

内�

容

①
基
調
講
演　

午
後
１
時
〜

テ
ー
マ　
「
家
族
の
機
能
と
役
割　

〜
親
か
ら
子
へ
何
が
伝
わ
る
の
か
？
〜
」

講　

師　

ア
ス
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ケ

ア
研
修
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　

水
澤
都
加
佐
氏

②
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�　

午
後

３
時
〜

テ
ー
マ　
「
家
族
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」

問
�
合
�
�　

秩
父
福
祉
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー　

保
健
予
防
推
進
担
当

　

☎
22―

３
８
２
４

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
家
庭
看
護

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
市
立
病
院
で

は
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

家
庭
看
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

11
月
５
日
㈯　

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

�
�
�　

秩
父
市
立
病
院

定�

員　

15
人

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ

内�

容　

寝
た
ま
ま
で
の
足
の
洗
い
方
、

身
体
の
拭
き
方
、
車
椅
子
の
移
動
の
仕

方
な
ど

申
込
�
�
問
�
合
�
�　

10
月
29
日
㈯

ま
で
に
、
秩
父
市
立
病
院
看
護
部
☎
23

―

０
６
１
１
内
線
２
２
３
へ
。

　

家
族
が
ひ
き
こ
も
っ
た
ら
ど
う
接
す

れ
ば
い
い
の
か
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

申
込
�
�
問
�
合
�
�　

秩
父
福
祉
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー　

保
健
予
防
推
進
担

当
☎
22―

３
８
２
４

��

�　

11
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

�
�
�　

東
京
大
学
秩
父
演
習
林
栃
本

管
内
お
よ
び
影
森
苗
畑

内�

容　

46
年
生
ス
ギ
伐
倒
デ
モ
、
製

材
体
験
ほ
か

参
加
費　

１
人
１
，
０
０
０
円
（
保
険

料
）

申
込
�　

10
月
21
日
㈮
必
着
で
、
往
復

は
が
き
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
東

京
大
学
秩
父
演
習
林
（
〒
３
６
８―

０

０
３
４　

日
野
田
町
１―

１―

49　

☎
22―

０
２
７
２
）
へ
。

　

ふ
る
さ
と
の
味
伝
承
士
に
よ
る
、

ち
ょ
っ
と
な
つ
か
し
い
味
は
い
か
が
で

す
か
？

　

第
�
回

��

�　

10
月
28
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

�
�
�　

荒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
調
理
室

内�

容　

炭
酸
ま
ん
じ
ゅ
う
、
手
打
ち

う
ど
ん
、
地
元
野
菜
を
使
っ
た
か
き
あ
げ

　

第
�
回

��

�　

平
成
18
年
１
月
27
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

�
�
�　

荒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
調
理
室

内�

容　

け
ん
ち
ん
汁
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

う
め
ぼ
し
ご
は
ん

定�

員　

各
20
人

申
込
�　

10
月
24
日
㈪
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

荒
川
公
民
館

　

☎
54―

１
０
５
８

東
京
大
学
秩
父
演
習
林
公
開
講
座

森
�
木
�
材
木
�
�
�
�
�

30

�
�
�
�
�
市
民
�
�
�
�
�
�

 

男

女

共

生

講

演

会

消
費
生
活
講
演
会

�
�
�
�
健
康
�
�
�
講
演
会

�
家
族
�
�
�
�
�
�
�
�

 

第
�
回 

家
庭
看
護
教
室

 

�
�
�
�
�
家
族
教
室

月　　日 内　　容 講　　師

11月15日㈫
午後2時～4時

ひきこもりって何
だろう？
～当事者の話と、
ひきこもる心理～

・ ひきこもりからの回復
者
・ 埼玉県立精神保健福祉
センター精神科医師
　上野豪志先生

11月22日㈫
午後2時～4時

家族はどう接すれ
ばよいの？
～接し方の基本～

埼玉県立精神保健福祉
センター
臨床心理士
　菊池礼子先生

11月29日㈫
午後2時～4時

回復に向けて
～家族の対応と健
康～

臨床心理士　未定

 

�
�
�
�
料
理
教
室



第
�
弾�

�
�
�
�
�
�
�
教
室

　

ア
ロ
マ
（
芳
香
）
テ
ラ
ピ
ー
（
療
法
）

で
ス
ト
レ
ス
解
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

��

�　

11
月
29
日
㈫

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

�
�
�　

荒
川
公
民
館
生
涯
学
習
室

講�

師　

児
玉
紀
子
先
生

参
加
費　

５
０
０
円

定�

員　

25
人

第
�
弾�

韓
国
�
知
�
�
教
室

　

韓
国
の
有
名
な
場
所
は
？
日
本
の
生

活
と
違
う
と
こ
ろ
は
？
キ
ム
チ
は
な
ぜ

う
ま
い
？
な
ど
の
疑
問
に
先
生
が
お
答

え
し
ま
す
。

��

�　

12
月
13
日
㈫

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

�
�
�　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

講�

師　

万
田
蘭
喜
先
生

参
加
費　

無
料

定�

員　

25
人

申
込
�

　

10
月
31
日
㈪
ま
で
に
、
荒
川
公
民
館

（
☎
54―

１
０
５
８
）
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※ 

定
員
を
あ
ま
り
に
も
超
え
ま
す
と
抽

選
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
音
楽
祭
は
、
市
内
の
音
楽
愛
好

者
、
小
中
学
校
お
よ
び
高
校
の
音
楽
部

の
公
演
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
日
ご

ろ
の
練
習
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

　

今
回
は
合
併
を
記
念
し
、
地
元
出
身

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
髙
橋�

望
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
お
招
き
し
て
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

��

�　

11
月
３
日
㈭
文
化
の
日

　
　
　
　

午
前
11
時
45
分
開
演

�
�
�　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

※ 

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

乗
合
せ
等
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

生
涯
学
習
課

　

☎
25―

５
２
２
９
（
直
通
）

　

組
曲
「
深
き
淵
よ
り
」
や
『
雪
』
を

テ
ー
マ
に
し
た
合
唱
曲
の
ほ
か
、
秩
父

市
出
身
の
羽
山
晃
生
夫
妻
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
、
オ
ペ
ラ
「
椿
姫
」
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

��

�　

11
月
23
日
㈬
午
後
１
時
30
分

開
場
、
２
時
開
演

�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

入
場
料　

無
料

問
�
合
�
�

　

秩
父
混
声
合
唱
団　

柳
原

　

☎
23―

６
２
３
４

��

�

　

11
月
20

日
㈰

　

午
後
１

時
開
場
、

２
時
開
演

�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

入
場
料　

前
売
３
，
５
０
０
円

　
　
　
　

当
日
４
，
０
０
０
円

�
�
�
�　

矢
尾
百
貨
店
、
八
木
橋
百
貨

店
、
彩
の
国
ふ
る
さ
と
秩
父
観
光
情
報

館
、
秩
父
楽
器
サ
ー
ビ
ス

問
�
合
�
�　

㈱
秩
父
開
発
機
構

　

☎
23―

１
０
０
２

��

�　

　

11
月
20

日
㈰

　

午
後
２

時
開
演

内�

容　

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
レ

エ
「
バ
レ
エ
の
情
景
」・「
白
鳥
の
湖
」

ほ
か
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
）

�
�
�　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料（
あ
ら
か
じ
め
入
場
券
が

必
要
、公
演
は
整
理
券
２
，０
０
０
円
）

問
�
合
�
�　

ク
ボ
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

　

☎
23―

３
９
７
０

　

こ
ど
も
の
底
力
、高
齢
者
の
底
力「
楽

し
い
か
べ
か
け
作
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

押
し
花
で
か
べ
か
け
を
作
り
ま
す
。

��

�　

11
月
14
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

�
�
�　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
遊
戯
室

持
�
物　

牛
乳
パ
ッ
ク
、
定
規
（
20
〜

30
㎝
の
も
の
）　　
　

講�

師　

小
池
ミ
ツ
先
生

対�

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
、

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

定�

員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
受
付　

10
月
11
日
㈫
か
ら

申
込
�
�
問
�
合
�
�　
　
　
　

　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児
童
館
）

　

☎
22―

０
７
１
３

第
�
弾�

秩
父
方
言
教
室

　

普
段
何
と
な
く
使
っ
て
い
る
方
言
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

��

�　

11
月
26
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

�
�
�　

荒
川
公
民
館
生
涯
学
習
室

講�

師　

高
田
哲
郎
先
生

参
加
費　

無
料　
　

定�

員　

25
人

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp

昨年の市民音楽祭
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秩
父
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

吉 

田 

恭 

子

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

子
�
�
�
思
�
出
�

�
�
�
�
�

子
�
�
�
�
元
気
�

�

�

�

�

�

�

教

室

�
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県
民
�
日
�
�
�
�
�
�
�

　

県
民
の

日
ク
ラ
フ
ト

フ
ェ
ア
で
は
、

周
辺
の
秋
の

自
然
を
材
料

に
、
ク
ラ
フ

ト
三
昧
！
自

然
の
素
材
を

使
っ
た
楽
器

作
り
や
一
風
変
わ
っ
た
木
の
実
の
工
作

な
ど
、
様
々
な
ク
ラ
フ
ト
を
体
験
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

��

�　

11
月
14
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

対�

象　

一
般

定�

員　

特
に
な
し

参
加
費　

材
料
費
実
費
（
50
円
）

申
込
�　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
て
随
時
受
付

里
山
�
�
�
�
�
�
�
�　

秋
の
森

は
不
思
議
が

い
っ
ぱ
い
種

い
っ
ぱ
い
。

里
山
の
森
遊

歩
道
で
、
自

然
と
友
だ
ち

に
な
る
た
め

の
楽
し
い
方

法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

��

�　

11
月
13
日
㈰

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対�

象　

一
般

定�

員　

15
人

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
�　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
。

当
日
窓
口
で
の
申
込
み
も
可
能
。

問
�
合
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
☎
54―

２
０
１
４

��

�　

11
月
14
日
㈪

�
�
�　

県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

秩
父
試
験
地
（
秩
父
市
大
宮
）

内�

容　

繭
人
形
作
り
、
野
菜
の
収
穫

平日夜間小児１次（初期）救急案内（☎25－2099）　診療時間（午後７時30分～10時30分）

体
験
ほ
か
（
彩
の
国
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

会
場
）

参
加
費　

無
料
（
体
験
は
要
予
約
）

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

秩
父
試
験
地
☎
22―

０
２
７
３

出
品
手
続

部�

門

　

絵
画
・
書
・
写
真
・
彫
刻
・
工
芸

搬
入
受
付　

11
月
13
日
㈰

搬
入
場
所　

歴
史
文
化
伝
承
館

応
募
資
格　

一
般
応
募
者
は
15
歳
以
上
の

秩
父
郡
市
在
住
、
在
勤
、
在
学
者
と
す

る
。
た
だ
し
、
中
学
生
以
下
は
除
く
。

出
品
料　

１
点
に
つ
き
１
，
０
０
０
円

※ 

開
催
要
項
、
出
品
票
は
生
涯
学
習
課
、

教
育
委
員
会
各
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

展
覧
会

��

�　

11
月
14
日
㈪
〜
20
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
）

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館

問
�
合
�
�　

生
涯
学
習
課

　

☎
25―

５
２
２
９
（
直
通
）

��

�　

11
月
22
日
㈫
午
後
６
時
開
場
、

６
時
30
分
開
演

�
�
�　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

一
般
５
，
５
０
０
円
、
小
中

高
生
１
，
０
０
０
円

�
�
�
�　

チ
ケ
ッ
ト
Ｙ
Ａ
Ｏ

問
�
合
�
�　

秩
父
演
劇
鑑
賞
会
事
務
局

（
喫
茶
グ
レ
ー
内
）
☎
25―

１
５
４
１

10
月
９
日

医師会休日診療所
清 水 病 院
健 生 堂 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（外・内・消）

熊木町
皆野町
東 町
鬼石町

☎23－8561
☎62－0067
☎22－0270
☎52－3121

10
月
10
日

医師会休日診療所
松本クリニック
秩 父 第 一 病 院
高 橋 医 院

（内・小）
（内）

（内・小）

熊木町
日野田町
中村町
鬼石町

☎23－8561
☎22－3000
☎25－0311
☎52－2253

10
月
16
日

医師会休日診療所
横田内科･呼吸器科クリニック
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・呼）

熊木町
小鹿野町
宮側町
鬼石町

☎23－8561
☎72－7447
☎22－3022
☎52－3121

10
月
23
日

医師会休日診療所
岩田産婦人科医院
小鹿野中央病院
増 成 医 院

（内・小）
（産・婦・内）

（外・内・皮フ）

熊木町
番場町
小鹿野町
鬼石町

☎23－8561
☎24－1336
☎75－2332
☎52－2026

10
月
30
日

医師会休日診療所
関 口 医 院
秩 父 第 一 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（産・婦・内・小）

熊木町
上宮地町
中村町
鬼石町

☎23－8561
☎23－1555
☎25－0311
☎52－3121

11
月
３
日

医師会休日診療所
荒 舩 医 院
小鹿野中央病院
鬼 石 病 院

（内・小）
（外・内）

熊木町
横瀬町
小鹿野町
鬼石町

☎23－8561
☎24－0160
☎75－2332
☎52－3121

11
月
６
日

医師会休日診療所
南 須 原 医 院
秩 父 市 立 病 院
高 橋 医 院

（内・小）
（内・外）

（内・小）

熊木町
長瀞町
桜木町
鬼石町

☎23－8561
☎66－2038
☎23－0611
☎52－2253

11
月
13
日

医師会休日診療所
秩父脳外科内科クリニック
健 生 堂 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（脳外・内）

熊木町
永田町
東 町
鬼石町

☎23－8561
☎21－2330
☎22－0270
☎52－3121

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（鬼石町を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
　藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
　のホームページで確認できます。
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　７月21日、愛知県で開催中の愛知万博（愛・
地球博）で、「埼玉県の日」のイベントが開
催され、秩父屋台囃子保存会が秩父屋台囃子
を披露しました。
　「埼玉県の日」は、県が埼玉の若さや活力、
伝統や文化など多彩な魅力を国内外に向けて
発信するために実施したもので、上田知事を
はじめ、歌手のタケカワユキヒデさん、埼玉
栄高校吹奏楽部の皆さんなどが参加し、会場
の愛・地球博ＥＸＰＯドームは大変盛り上が
りました。

　８月22日から23日、新潟県西蒲原郡吉田町
で埼玉と新潟の「吉田中学校」交流が行われ
ました。
　これは、先月号で紹介した「わんぱく親善
大使」と同様に、旧吉田町が全国吉田町交流
の一環として毎年交互に訪町交流を行ってき
たもので、今年は秩父の吉田中学校から生徒
会と野球部の生徒たち22人が新潟県の吉田町
を訪問しました。
　野球部は練習試合で、生徒会は新潟県吉田
町の産物であるスプーン作りを体験しながら
新潟の吉田中学校との交流を深めました。

　埼玉県地域おこし支援事業（里地放牧実証
型）が県内３か所で試験的に行われ、その１
つが荒川日野地内で８月下旬から実施されて
います。
　この事業は、遊休農地に酪農家の牛を放牧
することで、農家にとっては除草作業の手間
の削減、酪農家にとっては餌代の経費削減に
つながるメリットがあります。
　放牧された黒毛和牛の雌牛２頭は、広い畑を
自由に動き周り、好きな笹や雑草をいっぱい食
べて立派な赤ちゃんを産んでくれる事でしょう。

埼玉と新潟の
「吉田中学校」が交流

荒川日野で試験中！
家畜を使って地域おこし

　８月18日、19日、県立大滝げんきプラザを
中心に、第12回荒川ふれあい教室が開催され
ました。
　この事業は、平成６年から荒川源流の旧大
滝村と最下流の東京都江東区の小学生が、毎
年会場を交換して交流しているものです。
　今回は、江東区から32人、大滝地域から14
人が参加して行われ、三峯神社の見学や竹ト
ンボづくり、滝沢ダム見学、魚のつかみ取り
などを体験し、参加者全員に楽しい思い出が
できました。

第12回荒川ふれあい教室

愛知万博で
秩父屋台囃子を披露



こ
の
市
報
は
環
境
に
配
慮
し

再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
ク
で

作
製
し
て
お
り
ま
す
。

発
行
所
　
秩
父
市
役
所
　
電
話
 0494-22-2211（

代
表
）

　
　
　
　
〒
368-8686　

埼
玉
県
秩
父
市
熊
木
町
８
番
15号

　８月26日、「新秩父市未来創造こども議会」
が、市議会議場で本会議さながらに行われま
した。
　合併により小学校が14校、中学校が９校と
なり、各校から選ばれた60人のこども議員が、
新秩父市のまちづくりや市の財政、福祉・医
療などについて質問し、市長や担当部長が答
弁をしました。
　会議の最後には、未来に夢のある秩父市を
つくるための「新秩父市未来創造こども議会
決議」が全員賛成で可決され閉会になりまし
た。

　８月14日、大
滝体育館前広場
において、「合
併　秩父市誕生
記念　第６回源
流盆踊り」が開
催されました。
　当日は、帰省
している方や観
光客、ダム関係
者など約900人
が訪れ、大輪ば
かばやし保存会
による秩父屋台

囃子や秩父音頭、地元の若い女性がモデルと
して登場した秩父銘仙の着物ショー、夜空を
彩る打ち上げ花火などが行われ、夏の一夜を
楽しみました。

合併 秩父市誕生記念
第６回源流盆踊り

　９月７日から10日にかけて、吉田小学校の
４年生以上の子どもたち24人が、通学合宿に
参加しました。
　この「通学合宿」は、集団共同生活を通し
て人とのふれあいや家庭のありがたさを実感
し、「生きる力」を育もうと平成15年度から
行われているものです。
　昼は学校生活を送り、夜は親元を離れて
の合宿で、サポーターの方々の協力を得なが
ら自分たちで食事の支度や掃除、洗濯などを
行った子どもたちは、目には見えない自信を
つけて家族の待つ家に帰っていきました。

　９月14日、荒川公民館で開催された寿大学
の教室で、荒川幼稚園児を招いて世代間交流
が行われました。
　この寿大学は、荒川公民館の講座として60
歳以上の方が集まり毎月学習しているもの
で、９月の教室では、「世代間交流　幼稚園
児と一緒に」をテーマに交流が行われました。
　受講生の皆さんは、園児と座ってできる手
遊びをはじめ、軽運動で園児と一緒にマツケ
ンサンバを踊るなど、楽しいひとときを過ご
しました。

仲間とともに、助け合って
「生きる力」を育んだ“通学合宿”

９月の寿大学で世代間交流

新秩父市未来創造
こども議会を開催

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　企画広報課 ☎22－2202（直通）
 ☎22－2211内線1208


	

